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1年-09:00|日本|  |||家畜､家禽が日本へ伝搬
1年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||1世紀､ﾛｰﾏ帝国との貿易隆盛､ﾀﾐﾙ地方でｼｬﾝｶﾞﾑ文学はじまる
1年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝初代君主｢ﾍﾗｲｵｽ｣建国(~30年)
1年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||大乗仏教がおこる､ｻｰﾝﾁｰ第1塔がこのころ完成
1年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｱﾙﾀｸｼｱｽ2世｣
1年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ1世大王｣ﾌｧﾙﾅｳﾞｧｽﾞ2世の孫(~58年死去)
1年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｶﾑﾅｽｷﾛｽ朝)第11代国王｢ｶﾑﾅｽｷﾛｽ8世(~15年)
1年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｴﾁｵﾋﾟｱ高原北部のｱｸｽﾑ王国､交易で繁栄し紅海をまたいでｲｴﾒﾝに至る王国を形成
1年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||このころｱﾝﾃﾞｽで脳外科手術がおこなわれる
1年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||このころ､ﾒｷｼｺ盆地でｿﾗﾏﾒの栽培がはじまる
1年3月-08:00|中国|  ||前漢･元始1年春|<就任>前漢･中山国｢中山王劉成都｣(~始建国元年(9年)正月､中山公に
  格下げ)
1年3月13日-08:00|中国|  ||前漢･元始1年2月|<就任>前漢･東平国｢東平王劉開明｣(~5年)
1年11月4日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王18年10月|靺鞨が急襲してきた｡王は軍を率いて七重河で迎え撃ち､酋
  長の素牟を捕らえて捕虜とし､馬韓に送った｡その余の賊は全て生き埋めにした
2年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｱﾘｵﾊﾞﾙｻﾞｰﾈｽ｣(~4年)ﾛｰﾏ指名
2年2月1日-08:00|中国|  ||前漢･元始2年正月|漢が人口調査を実施､人口5959万4978人
2年4月30日-08:00|中国|  ||前漢･元始2年4月|<就任>前漢･広宗国｢広宗王劉如意｣(~始建国元年(9年)正月､広宗
  公に格下げ)
2年4月30日-08:00|中国|  ||前漢･元始2年4月|<就任>前漢･広世国｢広世王劉宮｣(~始建国元年(9年)正月､広世公
  に格下げ)
2年4月30日-08:00|中国|  ||前漢･元始2年4月|<就任>前漢･広德国｢広德夷王劉倫｣
2年11月22日-09:00|韓国|  ||新羅･赫居世59年9月30日|戊申の日にあたる晦､日食があった
3年2月20日-08:00|中国|  ||前漢･元始3年|<廃位>前漢･梁国｢梁王劉立｣有罪/梁国を廃して漢郡に含める
3年11月11日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･瑠璃王22年9月29日|国内(中国吉林省集安市)に遷都し､尉那厳城を
  造営
4年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｱﾄﾛﾊﾟﾃﾈ王｢ｱﾙﾀｳﾞｧｽﾞﾃﾞｽ2世｣(~6年)
4年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｱﾙﾀｳｧｽﾃﾞｽ4世｣(~6年)ﾛｰﾏ指名
4年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ25世(ﾌﾟﾗｱﾃｽ5世)｣
4年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ26世(ｵﾛﾃﾞｽ3世)｣(~6年殺される)
4年4月8日-09:00|韓国|  ||新羅･赫居世61年3月|<死去>新羅王｢赫居世居西干｣
4年4月8日-09:00|韓国|  ||新羅･南解1年3月|<即位>新羅王｢南解次次雄｣(~24年9月以降死去)
4年8月4日-09:00|韓国|  ||新羅･南解1年7月|楽浪の軍隊が新羅の金城を幾重にして取り囲んだが俄かに退去
5年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏが民会選挙法を改正=ｳｧﾚﾘｳｽ･ｺﾙﾈﾘｳｽ法
5年2月28日-08:00|中国|  ||前漢･元始5年2月|<就任>前漢･梁国｢梁懷王劉音｣(~始建国元年(9年)正月､梁公に格
  下げ)
5年10月22日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王22年9月|王は靺鞨に遭遇､一戦してこれを破る
6年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｱﾄﾛﾊﾟﾃﾈ王｢ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世｣(~10年)
6年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ﾃｨｸﾞﾗﾈｽ5世｣､｢ｴﾗﾄ｣(~12年)
6年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ26世(ｵﾛﾃﾞｽ3世)｣殺される
6年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾍﾛﾃﾞ朝ﾕﾀﾞﾔ王(ﾕﾀﾞﾔ､ｴﾄﾞﾑ､ｻﾏﾘｱ支配)｢ﾍﾛﾃﾞ･ｱﾙｹﾗｵｽ｣失政のため追放/ﾕﾀﾞﾔとｻ
  ﾏﾘｱがﾛｰﾏの属州となる
6年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||ﾊﾟﾝﾉﾆｱとﾀﾞﾙﾏﾃｨｱで反ﾛｰﾏ蜂起が勃発
6年2月3日-08:00|中国|  ||前漢･元始5年12月16日|<死去>前漢皇帝｢元宗平帝｣王莽が毒殺/14歳
6年2月17日-08:00|中国|  ||前漢･居攝1年|<就任>前漢･広德国｢広德王劉赤｣(~始建国元年(9年)正月､広德公に
  格下げ)
6年2月17日-08:00|中国|  ||前漢･居攝1年|<就任>前漢･東平国｢東平王劉匡｣(~居攝2年(7年)9月王莽に敗れ,東
  平国は廃される)
6年4月17日-08:00|中国|  ||前漢･居攝1年3月|<即位>前漢第(15)代皇帝｢劉嬰｣(~8年)
6年11月10日-09:00|韓国|  ||新羅･南解3年10月1日|丙辰にあたる日に日食があった
7年2月7日-08:00|中国|  ||前漢･居攝2年|<就任>前漢･広陵国｢広陵王劉宏｣(~始建国元年(9年)正月､広陵公に格
  下げ)
7年2月7日-08:00|中国|  ||前漢･居攝2年|<就任>前漢･長沙国｢長沙王劉舜｣(~始建国元年(9年)正月､長沙公に格
  下げ)
7年6月5日-08:00|中国|  ||前漢･居攝2年5月|王莽､錯刀･契刀･大泉五十の新貨幣を造る
7年10月1日-08:00|中国|  ||前漢･居攝2年9月|<廃位>前漢･東平国｢東平王劉匡｣王莽に敗れ,東平国は廃される
8年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ27世(ｳﾞｫﾉﾈｽ1世)｣(~12年廃位)
8年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｱｽﾌﾟﾙｺﾞｽ｣ﾃﾞｭﾅﾐｽとｱｻﾝﾄﾞﾛｽの子(~38年)
8年12月17日-08:00|中国|  ||前漢･初始1年11月|居摂3年を初始元年に改元
9年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahadathika Mahanaga｣Bhatika Abhayaの兄弟(~21年)
9年1月10日-08:00|中国|  ||前漢･初始1年11月25日|王莽が帝位に就き､新を建国/前漢が滅亡
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･河間国｢河間王劉尚｣河間公に格下げ



0200迄(1588件)

9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広宗国｢広宗王劉如意｣広宗公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広世国｢広世王劉宮｣広世公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広平国｢広平王劉広漢｣広平公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広陽国｢広陽王劉嘉｣広陵公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広陵国｢広陵王劉宏｣広陵公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･広德国｢広德王劉赤｣広德公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･高密国｢高密王劉慎｣高密公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･城陽国｢城陽王劉俚｣城陽公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･信都国｢信都王劉景｣信都公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･真定国｢真定王劉陽｣真定公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･楚国｢楚王劉紆｣楚公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･長沙国｢長沙王劉舜｣長沙公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･梁国｢梁懷王劉音｣梁公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･魯国｢魯王劉閔｣魯公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･六安国｢六安王劉育｣六安公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･泗水国｢泗水王劉靖｣泗水公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･淮陽国｢淮陽王劉ｴﾝ｣淮陽公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･ｼ川国｢ｼ川王劉永｣ｼ川公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･膠東国｢膠東王劉殷｣膠東公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月|<廃位>前漢･趙国｢趙昭王劉隱｣趙公に格下げ
9年1月15日-08:00|中国|  ||新･始建國1年正月1日|王莽が初始1年12月を始建國正月とする
9年9月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｲﾄﾌﾞﾙｸの森の戦いでｹﾞﾙﾏﾝがﾛｰﾏ軍を撃滅
9年11月7日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王26年10月|王は馬韓を襲撃し併合/圓山と錦?の二城は固く守って降伏
  しなかった
10年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西北ｲﾝﾄﾞ)国王｢ﾊｼﾞｬﾄﾘｱ｣(~10年)
10年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(北ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾗｼﾞｭｳﾞﾗ｣(~25年)
10年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ28世(ｱﾙﾀﾊﾞﾉｽ2世)｣(~40年死去)
10年1月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･始建國2年|匈奴､烏珠留､王莽の待遇を怒って西域諸国と反乱を起こす
10年1月5日-08:00|中国|  ||新･始建國2年|匈奴､ﾄｩﾙﾌｧﾝを征服
10年5月3日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王27年4月|馬韓の圓山と錦ｹﾝの二城が降った｡その民を漢山の北に移住
  させた｡馬韓は遂に滅亡
11年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｱﾄﾛﾊﾟﾃﾈ王｢ｳﾞｫﾉﾈｽ2世｣(~51年)
11年1月24日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･始建國3年|<即位>匈奴対立単于｢孝単于｣烏累若ﾀｲ単于,王莽が冊立(~18
  年死去);｢順単于(助)｣烏累若ﾀｲ単于の子,王莽が冊立(~11年);｢順単于(登)｣烏累若ﾀｲ単于の子､助の弟,王莽が
  冊立(~12年)
11年1月24日-08:00|中国|  ||新･始建國3年|黄河が決壊し流路が大幅に変化
11年1月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･始建國3年|匈奴:烏珠留､雲中に侵入
12年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｳﾞｫﾉﾈｽ1世｣(元ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ27世｣)(~18年)
12年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ27世(ｳﾞｫﾉﾈｽ1世)｣ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世の反撃を受けて敗北し王位を奪われ
  た
12年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾊﾟｲｵｲ王｢ｺﾃｭｽ｣ﾛｴﾒﾀﾙｹｽ1世の子(~19年)
13年1月1日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･始建國5年|<死去>匈奴単于｢烏珠留若ﾃｲ単于(嚢知牙斯､知)｣
13年1月1日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･始建國5年|<即位>匈奴単于｢烏累若ﾃｲ単于(咸)｣呼韓邪単于の子､烏珠留
  若ﾃｲ単于の弟(~18年死去)
13年12月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･瑠璃王32年11月|夫餘が高句麗に侵入/無恤は夫餘軍の不意をつい
  て奇襲し壊滅させた
14年1月20日-08:00|中国|  ||新･天鳳1年|王莽､貨布･貨泉を造る
14年1月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･天鳳1年|王莽､匈奴:烏累の子の登を殺す/烏累､新と和を結ぶが､子の登
  が殺された事を知り､新の北辺を侵す
14年1月20日-08:00|中国|  ||新･天鳳1年|山東の琅邪郡で呂母なる老女が県令に殺害された息子の仇を撃つた
  めに私財を投じて数千の徒党を集め反乱/呂母は県令を殺害した後に死去
14年2月19日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||新羅･南解11年|倭人が兵船百余りの船で､新羅海辺の民家を掠奪する
  が撃退/楽浪人が金城を攻撃したが退却
14年8月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｱｳｸﾞｽﾄｩｽ｣ｶﾝﾊﾟﾆｱのﾉﾗで病没/75歳(誕生BC00630923)
14年9月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･瑠璃王33年8月|王は烏伊と摩離に二万の兵を率いさせ､西に伐梁貊
  を征伐し滅ぼした/兵を進め漢の高句麗県(玄菟郡に属す県)を襲って奪い取った
14年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ｣(~00370316死去)
15年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ｱﾌﾟﾗｶﾗｼﾞｬｽ)国王｢ｱｽﾊﾟｳﾞｧﾙﾏ｣(~45年)
15年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｶﾑﾅｽｷﾛｽ朝)第12代国王｢ｶﾑﾅｽｷﾛｽ9世｣(~25年)
15年1月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･天鳳2年|王莽､匈奴単于を恭奴善于に改める
16年9月20日-09:00|韓国|  ||新羅･南解13年7月30日|戊子の日にあたる晦日､日食があった
17年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｺﾝﾏｹﾞﾈ王｢ｱﾝﾃｨｵｺｽ3世｣(ﾛｰﾏによる統治~38年)
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17年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾘｱﾗﾃｽ朝ｷﾘｷｱ王｢ｱﾙｹﾗｵｽ2世｣(~37年)
17年-02:00|ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶｯﾊﾟﾄﾞｷｱはﾛｰﾏ帝国に併合される
17年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾌﾘｶでﾇﾐﾃﾞｨｱ人ﾀｸﾌｧﾘﾅｽが反ﾛｰﾏ蜂起
17年6月13日-08:00|中国|  ||新･天鳳4年6月|琅邪の呂母が挙兵
17年11月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･温祚王34年10月|馬韓の旧將の周勤が牛谷城に拠って謀反した｡王みず
  から五千の兵を率いてこれを討った
18年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｱﾙﾀｸｼｱｽ3世｣(~34年)ﾛｰﾏ指名
18年1月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･天鳳5年|<死去>匈奴単于｢烏累若ﾃｲ単于(咸)｣
18年1月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･天鳳5年|<即位>匈奴対立単于｢須卜単于(当)｣須卜氏の右骨都侯,王莽が
  冊立(~21年死去)
18年1月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･天鳳5年|<即位>匈奴単于｢呼都而尸道皋若ﾃｲ単于(輿)｣呼韓邪単于の子､
  烏累若ﾃｲ単于の弟(~46年死去)
18年1月6日-08:00|中国|  ||新･天鳳5年|樊宗が反王莽の兵を挙げる(眉を赤く塗ったので赤眉軍と称されてい
  る)
18年10月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･瑠璃王37年10月|<死去>高句麗王｢瑠璃明王｣
18年10月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･瑠璃王37年10月|<即位>高句麗王｢大武神王｣(~44年)
18年12月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･天鳳6年|匈奴:輿､新との和を破って反乱/王莽､匈奴の右骨都侯須朴当
  を長安に連行して善于とする/王莽､再度匈奴遠征を行う
19年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｺﾞﾝﾄﾞﾌｧﾙﾈｽ1世｣ﾊﾟﾙﾃｨｱからの独立を宣言(~46年
  死去)
19年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾊﾟｲｵｲ王｢ﾛｴﾒﾀﾙｹｽ2世｣ﾚｽｸﾎﾟﾘｽ2世の子(~38年)
20年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｵﾙｻｹﾞﾈｽ｣(~30年)
20年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｸｼｭ王｢ｼｮﾙｶﾙﾛﾙ｣(~30年)
20年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾓﾛｯｺ/ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ|  |||<即位>ﾏｳﾚﾀﾆｱ王｢ﾌﾟﾄﾚﾐｰ｣(~40年)
20年1月14日-08:00|中国|  ||新･地皇1年|王匡が貧民を集結し緑林山を拠点に叛乱(緑林軍)
21年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Amandagamani Abhaya｣Mahadathika Mahanagaの息子(~30年)
21年1月3日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||新･地皇2年|<死去>匈奴対立単于｢須卜単于(当)｣
22年2月20日-09:00|韓国|  ||新羅･南解19年|疫病が大流行して､多くの人々が死んだ
22年3月22日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･大武神5年2月|<死去>東扶余第3代国王｢帯素王｣高句麗軍に撃たれる
22年4月20日-08:00|中国|  ||新･地皇3年4月|廉丹と王匡が樊崇軍を撃つべく出撃/樊崇軍は廉丹､王匡の軍を大
  いに破り廉丹は戦死､王匡は逃走/この戦い以後､樊崇軍､赤眉軍を称す
22年5月20日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･大武神5年4月|<即位>東扶余第3代国王｢曷思王｣
22年7月18日-08:00|中国|  ||新･地皇3年7月|緑林軍に呼応する形で陳牧･廖湛等が率いる､平林軍が挙兵/平林
  軍の活動地域に､新市軍が進入し､二つの軍が合流
22年8月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･大武神5年7月|扶余王の従兄弟が万余の人々と投降/王は彼を王に封
  じ､掾那部に安置し､その背中に絡文があるので､絡氏の姓を賜う
22年10月15日-08:00|中国|  ||新･地皇3年冬|無塩の索盧恢が城で挙兵/廉丹と王匡が攻めてこれを抜いた/赤眉
  の別部隊の董憲らの兵数万が新の更始将軍･平均公廉丹､太師王匡の軍勢と成昌で戦い､これを撃破
22年10月15日-08:00|中国|  ||新･地皇3年10月|劉ｴﾝ･劉秀兄弟が挙兵し､新市･平林軍に合流
22年11月13日-08:00|中国|  ||新･地皇3年11月|劉ｴﾝ軍が新王朝軍と小長安聚で戦い､敗戦/その後､下江軍と合
  流
23年1月11日-08:00|中国|  ||新･地皇4年|張歩は､太山､東莱､城陽､膠東､北海､済南､斉の諸郡を攻略して､支配
  下に収めた
23年1月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||新･地皇4年|匈奴:輿､烏丸とともに北方に侵入
23年1月11日-08:00|中国|  ||新･地皇4年|鄧奉はｲｸ陽(南陽郡､育陽とも)で反新の挙兵を行い､同地を拠点とし
  た
23年1月11日-08:00|中国|  ||新･地皇4年正月|緑林軍､甄阜率いる新朝軍を破る
23年2月10日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢ﾕ林｣(~56年)
23年3月12日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年|<就任>玄漢･梁王｢劉永｣
23年3月12日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年2月|<即位>漢皇帝｢更始帝｣(平林軍にいた更始将軍劉玄)漢朝復興
  を称し建元して更始と改元
23年3月12日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年2月|漢皇帝｢更始帝｣が宛を攻め落としその地に都を置く
23年7月8日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年6月|冠軍(南陽郡)で延岑は更始帝(劉玄)配下の劉嘉に敗れて降伏
23年7月8日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年6月|劉秀率いる漢軍が新の大司空王邑率いる討伐軍と昆陽(頴川郡
  )で戦い大勝利
23年8月7日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年7月|隗囂が挙兵､元号を漢復に改め､漢室復興の檄を各郡国に発し
  隗囂は周辺地域へ出撃し､雍州牧陳慶､安定大尹王向(王莽の従弟王譚の子)を攻め滅ぼした
23年9月5日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年8月|漢軍の申屠建･李松､武関より関中に攻め込む/竇融は新豊(京
  兆尹)に駐屯したが､更始帝丞相司直李松配下の韓臣に遭い敗走
23年9月5日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年8月|<自立>自称･定漢王｢劉望｣もとの鍾武侯劉望が､汝南を根城に
  独立
23年10月5日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王40年9月|靺鞨が述川城に来寇
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23年10月5日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年9月|<死去>新皇帝｢王莽｣長安を陥落させた劉玄の軍により殺され
  る(誕生BC45年)新が滅亡
23年10月5日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年9月|<自立>自称･淮南王｢李憲｣(⇒建武3年(27年)淮南皇帝｢李憲｣
  天子を自称)
23年10月5日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年9月|王匡､洛陽城を陥落させる/関中突入の二将､長安城を落とす
23年11月3日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年10月|更始帝が劉信を派遣して劉望を攻撃/劉望の兄の子の劉回が
  劉望を殺して､投降し劉望政権は滅亡/赤眉軍､更始帝に臣従
23年11月3日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年10月|更始帝､洛陽に遷都
23年12月3日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王40年11月|靺鞨が斧城を襲い､百余人を殺したり､掠め取ったりした｡
  王は強力な騎馬兵二百に命じて､これを撃退
24年1月1日-08:00|中国|  ||更始朝･更始1年12月|邯鄲で王郎が漢の成帝の落胤であると称し挙兵し天子を自称
  /さらに王郎は､軍を派遣し､冀州､幽州を制圧/趙国以北､遼東以西は､王郎の支配下となった
24年1月30日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年|<自立>自称･楚黎王｢秦豐｣
24年1月30日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年|<自立>自称･蜀王｢公孫述｣
24年1月30日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年正月|更始は蘇茂に赤眉を弘農で拒ませたが､蘇茂は敗れた/鄧禹
  が河東を攻め破り､真定で五校と戦い破り､右北平まで追撃して破った/劉秀軍はさらに追撃して順水の北で戦
  い敵は大敗
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･宛王｢劉賜｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･陰平王｢陳牧｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･燕王｢劉慶｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･漢中王｢劉嘉｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･宜城王｢王鳳｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･元氏王｢劉歙｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･西平王｢李通｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･定陶王｢劉祉｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･汝陰王｢劉信｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･比陽王｢王匡｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･舞陰王｢李軼｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･平氏王｢申屠建｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･淮陽王｢張ｺﾞｳ｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･潁陰王｢宋佻｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･ｴﾝ王｢尹尊｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･穰王｢廖湛｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･蕭王｢劉秀｣(~建武元年(25年)6月,大漢皇帝
  に即位)
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･襄邑王｢成丹｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･隨王｢胡殷｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|<就任>玄漢冊立･鄧王｢王常｣
24年2月29日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年2月|更始帝が長安に遷都
24年5月27日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年5月|劉秀が邯鄲を陥落させ王郎は逃走中に斬死
24年8月24日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年秋|長安の更始帝(劉玄)は巴蜀の地を平定せんと李宝･張忠ら軍を
  派遣するも､公孫述は弟公孫恢を遣って綿竹で撃退
24年8月24日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年秋|劉秀が銅馬賊を破り､その軍を吸収
24年10月22日-09:00|韓国|  ||新羅･南解21年9月|(以降)<死去>新羅王｢南解次次雄｣
24年10月22日-09:00|韓国|  ||新羅･儒理1年9月|(以降)<即位>新羅王｢儒理尼師今｣(~57年)
24年11月20日-08:00|中国|  ||更始朝･更始2年冬|赤眉軍が関中に入ると隗崔と隗義が反逆して故郷に戻ろうと
  したが誅殺される
25年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸｼｬｰﾅ族が他の月氏部族を支配
25年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第13代国王｢ｵﾛﾃﾞｽ1世｣(~50年)
25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年|<死去>玄漢冊立･陰平王｢陳牧｣更始帝劉玄に殺害される
25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年|<死去>玄漢冊立･燕王｢劉慶｣赤眉軍に殺される
25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年|<死去>玄漢冊立･舞陰王｢李軼｣朱鮪に殺害される
25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年|<死去>玄漢冊立･襄邑王｢成丹｣更始帝劉玄に殺害される
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<自立>自称･西平王｢盧芳｣(~同年,漢皇帝に擁立)
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･宛王｢劉賜｣後漢に降る
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･汝陰王｢劉信｣後漢に降る
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･比陽王｢王匡｣赤眉軍に降る
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･淮陽王｢張ｺﾞｳ｣赤眉軍に降る
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･穰王｢廖湛｣赤眉軍に降る
25年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年|<退任>玄漢冊立･隨王｢胡殷｣赤眉軍に降伏
25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年正月|平陵の人､方望が前孺子の劉嬰を天子に立てた/更始は丞相
  の李松と討難将軍蘇茂を派遣して撃ち破った
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25年2月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年正月|劉秀は北に向かい尤来､大搶､五幡を元氏に撃ちさらに､尤来
  ､五幡と慎水で戦ったが敗れた/安次､小広陽にいたりついに敵を破った
25年4月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年3月|更始は李松を朱鮪と合流させて赤眉と務郷に戦わせ李松らは
  大敗/冦恂は蘇茂の軍を破り追撃して洛陽に至り､賈彊を斬った/馮異もまた河を渡って朱鮪を撃ち敗走させた
25年5月17日-08:00|中国|  ||成家･龍興1年4月|<自立>自称･蜀王｢公孫述｣⇒自称･成家皇帝｢公孫述｣/年号を建
  てて龍興元年とした
25年7月15日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年6月|<死去>玄漢冊立･平氏王｢申屠建｣謀反,更始帝により誅殺され
  た
25年7月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年6月|<即位>漢皇帝｢劉盆子｣(~建世3年閏正月)赤眉軍が擁立
25年7月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年6月|<退任>玄漢冊立･西平王｢李通｣後漢に召し出される
25年8月5日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年6月22日|<即位>後漢初代皇帝｢光武帝(劉秀)｣(~建武中元2年2月5日(0
  0570329)死去)建武と改元
25年8月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年6月27日|前将軍鄧禹は､更始の定国公の王匡を安邑に撃ち､これを大
  いに破った/更始の大将軍樊参が大陽を渡って鄧禹を攻め鄧禹は諸将を派遣して河東解で迎え撃ち､これを大
  いに破った
25年8月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年7月|<復位>後漢･真定王｢劉楊｣
25年8月17日-08:00|中国|  ||更始朝･更始3年7月5日|汾陰河を渡り､夏陽に入った/更始の中郎将左輔都尉公乗
  歙が左馮翊の兵士とともに鄧禹を衙で拒んだが鄧禹はふたたびこれを破り走らせた
25年10月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年9月|<就任>後漢･淮陽国｢淮陽王(劉玄)｣
25年10月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年9月|<退任>玄漢冊立･元氏王｢劉歙｣後漢に降る
25年10月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年9月|<退任>玄漢冊立･定陶王｢劉祉｣後漢に降る
25年10月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年9月|赤眉軍､長安城を陥落させる
25年11月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年10月|<就任>赤眉冊立･長沙王｢劉玄｣
25年11月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年10月|光武帝劉秀が洛陽に都を移す
25年11月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年10月|更始帝劉玄､赤眉軍に降伏/更始政権が滅亡
25年11月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年10月|耿純が劉永を済陰に撃ち､定陶を下した
25年12月9日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年11月|魏郡太守銚期は郡兵を発して卓京を撃ち､これを破る/進んで
  繁陽､内黄を撃ち､数百人を斬り､郡の境界は清らかに平らいだ/堅鐔は別に内黄を撃って平らげた
26年1月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年11月30日|<即位>玄漢･梁王｢劉永｣⇒梁初代皇帝｢劉永｣天子を自称
26年1月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年12月|<死去>後漢･淮陽国｢淮陽王(劉玄)｣赤眉軍に殺害される
26年1月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年12月|<死去>赤眉冊立･長沙王｢劉玄｣謝禄に殺害された
26年1月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年12月|赤眉軍､更始帝殺害
26年1月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武1年12月|隗囂が隴右を占拠/盧芳が安定で挙兵
26年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年|<退任>玄漢冊立･ｴﾝ王｢尹尊｣後漢に降る
26年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年|<退任>玄漢冊立･鄧王｢王常｣後漢に降る
26年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年1月|赤眉が隴西を西に進もうとすると､隗囂は将軍楊広を派遣して破
  り､また追ってこれを烏氏､渓陽の間に敗った/蓋延は南に敖倉を撃ち､転じて酸棗､封丘を攻めみな抜いた
26年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年1月|陳俊が匡を攻め四県を下した/陳俊は頓丘を撃ち､三城を降伏さ
  せた/馮異は陽ﾃｷの厳終､趙根を撃ち破った
26年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年正月1日|朔､日食があった
26年3月-08:00|中国|  ||後漢･建武2年春|<死去>後漢･真定王｢劉楊｣反乱､誅殺される
26年3月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年2月|<自立>自称･武安王｢延岑｣漢中を平定
26年3月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年2月|延岑は劉嘉を追い､北西の武都郡に入るが､更始柱功侯李寶に敗
  れ更に北の天水郡に逃げる/陳倉で劉嘉･李寶に敗れた延岑は東進して杜陵を根拠地とし､劉嘉･李寶は赤眉軍
  の廖湛を滅ぼして雲陽に駐屯
26年3月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年2月|漁陽太守の彭寵が反し､幽州牧の朱浮を薊に攻めた/彭寵は､光武
  帝が派遣した遊撃将軍鄧隆の軍を撃破し､さらに朱浮をも撃ち破って､薊を占領し､燕王を自称
26年3月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年2月|驃騎大将軍の景丹に弘農の賊を撃たせ､これを破った
26年4月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年3月|虎牙大将軍の蓋延は劉永の別将許徳のいる襄邑を抜き､進んで麻
  郷を取り､ついに劉永をｷ陽に包囲
26年4月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年3月|執金吾賈復､騎都尉陰識､驍騎将軍劉植が､更始のｴﾝ王の尹遵を撃
  ち破って降し一月あまりで尹遵は降伏､その地をすべて平定/続いて更始淮陽太守暴汜を東に撃ち降伏させ､属
  している県をすべて平らげた
26年5月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年夏|蘇茂が劉永に寝返った/蓋延は攻勢を緩めず､劉永はｷ陽を攻め落
  とされ逃れる/蘇茂､佼彊､周建が救援に駆けつけたが蓋延に敗北を喫し､劉永は湖陵(山陽郡)へ退いた
26年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年4月2日|<就任>後漢･広陽国｢廣陽王(劉良)｣
26年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年4月2日|<就任>後漢･城陽国｢城陽恭王(劉祉)｣
26年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年4月2日|<就任>後漢･太原国｢斉哀王(劉章)｣
26年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年4月2日|<就任>後漢･魯国｢北海靖王(劉興)｣
26年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年5月19日|<就任>後漢･真定国｢真定王(劉得)｣
26年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年5月19日|<就任>後漢･中山国｢中山王(劉茂)｣
26年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年5月19日|<就任>後漢･長沙国｢長沙王(劉興)｣
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26年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年5月19日|<就任>後漢･泗水国｢泗水王(劉歙)｣
26年7月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年6月15日|<就任>後漢･ｻｲ川国｢ｻｲ川王(劉終)｣
26年9月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年8月|鄧奉がｲｸ陽で漢に叛旗を翻す
26年10月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年9月|延岑は李寶と連合し､杜陵で赤眉軍を撃破/また藍田(京兆尹)で
  漢の大司徒鄧禹の攻撃を受けたが､延岑はこれを撃退
26年10月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年9月|長安を占領していた赤眉軍が西進してくると､隗囂は部将の楊
  廣を派遣してこれを撃破
26年10月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･大武神9年10月|大武神王は､蓋馬国(鴨緑江上流域にあった小国)に
  親征した/蓋馬王は殺されたが､民は奴隷にされることも私財を没収されることもなく､ただその地が高句麗の
  郡県に組み込まれた
26年11月29日-08:00|中国|  ||後漢･建武2年11月|光武帝劉秀､部下の馮異を関中に出兵させ､平定させる
26年12月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･大武神9年12月|蓋馬国が滅ぼされたのを聞いた句茶国王は､国ごと
  投降
27年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年|<退任>玄漢冊立･漢中王｢劉嘉｣公孫述に敗れ,後漢に降る
27年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年正月|征虜将軍の祭遵が河南郡新城の蛮中を破り､張満を斬った/祭
  遵は兵を率いて南に鄧奉の弟､終を杜衍に撃ち､これを破った
27年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年正月|大司徒の鄧禹及び馮異が赤眉と回渓で戦い､鄧禹と馮異は敗績
  /鄧禹はふたたび戦い､大いに敗れた
27年2月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年2月|<就任>劉永冊立･海西王｢董憲｣
27年2月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年2月|赤眉軍が宣陽で光武帝劉秀軍に敗れ､全面降服
27年2月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年2月|大司馬呉漢､建威大将軍耿ｴﾝ､虎牙大将軍蓋延を遣わし､青犢を
  河内ｼの西で撃たせ､大いに破って降伏させた
27年2月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年2月|張歩は光禄大夫の伏隆を殺して叛した
27年3月-08:00|中国|  ||後漢･建武3年春|<死去>自称･梁皇帝｢劉永｣部将の慶吾に叛かれて殺された
27年3月-08:00|中国|  ||後漢･建武3年春|<就任>劉永冊立･梁王｢劉紆｣
27年4月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年3月|<自立>自称･燕王｢彭寵｣右北平､上谷の数県を抜き彭寵が薊城を
  陥れた
27年4月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年3月|光武帝が親征､董ｷﾝは別働隊で阻もうとしたが､岑彭が別働隊を
  葉県で撃破/鄧奉は逃走し､董ｷﾝは降伏/光武帝が追撃､鄧奉は小長安聚で決戦を挑むが大敗し漢に降伏
27年5月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年夏|樊崇､逢安は謀反して誅死
27年5月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年4月|延岑は馮異に上林苑(右扶風)で撃破され､析県(弘農郡)で鄧曄･
  于匡に迎撃を受け､敗走
27年5月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年4月|周建の軍は大いに潰れ､城に逃げ還ったが呉漢は長躯追撃して
  これを大いに破り蘇茂と周建は城を捨てて湖陽に還った
27年5月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年4月|馮異が呂鮪､李育を陳倉に撃ち､大いにこれを敗り､呂鮪､李育は
  漢中に奔った/呉漢の率いる七将軍が劉永の将の蘇茂と広楽に戦い､これを大いに破った
27年5月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年4月|鄧奉を小長安で大いに破りこれを斬った/朱ｺが降伏した/帝は
  新野､随に派遣して撃たせてこれを平定
27年6月-08:00|中国|  ||後漢･建武3年夏|<就任>劉永冊立･齊王｢張歩｣
27年7月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年5月30日|晦､日食があった
27年7月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年6月|<退任>自称･武安王｢延岑｣敗戦逃走
27年7月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年6月|延岑が南陽を攻め数城を下した/耿ｴﾝは延岑と穣で戦い､これを
  大いに破る/杜弘は降伏し､延岑は数騎と東陽へ遁走
27年7月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年6月|建義大将軍朱ｺが祭遵を率いて延岑と東陽で戦い､これを大いに
  破り､朱ｺは陣に臨み成を斬った/朱ｺは進んで黄郵を撃ち､これを降した
27年8月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年7月|<死去>梁初代皇帝｢劉永｣が臣下に殺される
27年8月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年7月|<即位>梁第2代皇帝｢劉紆｣(~建武5年8月)
27年8月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年7月|征南大将軍の岑彭が率いる傅俊ら三将軍が秦豊と黎丘で戦い､
  これを大いに破る/秦豊は岑彭に夜襲を仕掛けて失敗､蔡宏を失う大敗を喫し､相の趙京が宜城(南郡)を漢に献
  じて降伏
27年11月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年10月|耿ｴﾝが漁陽の彭寵を平定
27年12月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年11月|ﾀｸ郡太守の張豊が反し耿ｴﾝが張豊の首を取り､刀を返して富
  平､獲索を併呑
28年1月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年末|夷陵(南郡)を根拠地としていた田戎も黎丘郷へ救援にきたが､岑
  彭に敗北して夷陵へ逃げ帰っている
28年1月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武3年末|延岑は秦豊配下の部将張成と共に､光武帝の将朱ｺ･祭遵と東陽聚
  (南陽郡)に戦ったが､敗北して張成は斬られ､延岑は秦豊の下に逃れた
28年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年春|蓋延は周建･蘇茂を攻め､董憲と留の下に戦ってこれらを破り､ﾎｳ
  萌を率いて西防を攻め落とす/再度､周建･蘇茂を彭城に破り､周建･蘇茂は逃走
28年3月15日-09:00|韓国|  ||百済･温祚王45年2月|<死去>百済王｢温祚王｣
28年3月15日-09:00|韓国|  ||百済･多婁王1年2月|<即位>百済王｢多婁王｣(~77年)
28年3月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年2月|秦豊は延岑に順陽(南陽郡)を攻撃させたが､漢の右将軍鄧禹に
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  武当で敗北し､延岑は漢中に逃れた
28年5月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年4月|大司馬呉漢､彊弩大将軍陳俊､前将軍王梁が五校賊を臨平に撃ち
  破り追撃して東郡箕山に撃ち破った/北に向かい､清河の長直賊､平原の五里賊を撃ち､みなこれを破った
28年7月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年6月|胡騎が上谷軍都を経ると､耿舒がその兵士を襲って破り､匈奴の
  両王を斬ると､彭寵は退き走った/耿況はふたたび耿舒と彭寵を攻め､軍都を取った
28年8月10日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･建武4年;高句麗･大武神11年7月|後漢の遼東郡太守軍が高句麗を
  攻めた/高句麗軍は尉那巌城に数十日間立て籠もったが､後漢軍は包囲を解かなかった/漢軍は引き上げていっ
  た
28年8月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年7月|董憲の部将賁休が､蘭陵(東海郡)を漢軍に献上して降伏/董憲は
  蘭陵の奪回に動き､城を包囲/漢軍は､虎牙大将軍蓋延と平狄将軍ﾎｳ萌の軍を賁休の援軍に送り込んだが､董憲
  はこれを撃退し蘭陵を陥落させた
29年1月4日-08:00|中国|  ||後漢･建武4年12月|建義大将軍の朱ｺが破姦将軍侯進と輔威将軍耿植を率い､征南大
  将軍岑彭に代わって秦豊を黎丘に囲み､その将軍張康を蔡陽に破り斬った
29年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年|この年､臧宮が兵を率いて江夏を巡回し代郷､鐘武､竹里､みなこれを
  下した
29年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年|盧芳は李興､閔堪らから迎え入れられ､九原県(五原郡)を根拠地とし
  て北方辺境に割拠し､五原､朔方､雲中､定襄､鴈門の5郡を占領
29年3月4日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年2月|漁陽の彭寵をその奴(入れ墨した奴隷)が殺した/彭寵の子の午を
  立てて王とした/国師韓利が午の首を斬って征虜将軍祭遵に詣でて降伏/祭遵がその地を平定
29年3月4日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年2月|捕虜将軍の馬武と偏将軍の王覇が垂恵を抜いた
29年3月4日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年2月|劉秀､富平･獲索の農民叛乱勢力を破り､動乱に因る農民叛乱を平
  定
29年4月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年3月|<改封>後漢･広陽国｢廣陽王(劉良)｣⇒趙国｢趙孝王(劉良)｣
29年4月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年3月|征南大将軍岑彭､傅俊の率いる二将軍を遣わして､田戎を津郷に
  討伐し､これを大いに破った/岑彭が夷陵を攻略/田戎は蜀に逃れた
29年4月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年3月|平狄将軍のﾎｳ萌が漢に叛し､楚郡太守の孫萌を殺し､蓋延を襲撃
  して破り､東の董憲について､自ら東平王と号して桃郷の北に屯した
29年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年6月|<就任>公孫述冊立･汝寧王｢延岑｣
29年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年6月|<就任>公孫述冊立･翼江王｢田戎｣
29年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年6月|<廃位>自称･楚黎王｢秦豐｣後漢に降る
29年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年6月|建義大将軍の朱ｺが黎丘を抜き､秦豊を捕らえた/朱ｺは帰ると騎
  都尉臧宮と延岑の残党たる陰､さん､筑陽の三県の賊を撃ってことごとく平定
29年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年6月|光武帝は桃城(東平郡)を包囲していた蘇茂､ﾎｳ萌を撃破
29年7月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年7月|光武帝はみずから憲を攻め､大いに破り､敵はみな逃げ散った/
  梁の地はすべて平定された/また光武帝は昌慮(東海郡)まで進軍し､董憲はこれを迎撃したが大敗
29年8月29日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年8月|<死去>劉永冊立･梁王｢劉紆｣部下の兵士高扈に裏切られて殺さ
  れた
29年8月29日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年8月|漢の大司馬呉漢の猛攻を受けて董憲は敗退し､ﾀﾝ(東海郡)へ逃
  げ込むが城は陥落させられて､董憲はﾎｳ萌と共にｷｮｳ(東海郡)に追い込まれ､梁は漢に組み入れられた
29年10月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年10月|<退任>劉永冊立･齊王｢張歩｣蘇茂を殺害し､その首級を差し出
  して後漢に降る
29年10月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年10月|後漢の建威大将軍耿ｴﾝは兵を率いて城陽に至り､五校の残党
  を降伏させ､斉の地はことごとく平定
30年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kanirajanu Tissa｣Amandagamani Abhayaの兄弟(~33年)
30年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｸｼﾞｭﾗ･ｶﾄﾞﾌｨｾｽ｣(~80年)
30年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸｼｬｰﾝ朝ｸｼﾞｭﾗ･ｶﾄﾞﾌｨｾｽ即位(～91頃)
30年1月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武5年12月|九原の盧芳が天子を称す
30年2月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建武6年|匈奴:輿､光武帝に使いを送って和を結ぶ
30年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年1月|<死去>自称･淮南皇帝｢李憲｣敗戦し逃走途中で部下の帛意に裏
  切られて殺された
30年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年1月|揚武将軍馬成らが江淮の地を完全に平定
30年3月9日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年正月16日|春陵郷を章陵県に改めた
30年3月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年2月|<死去>劉永冊立･海西王｢董憲｣殺害される
30年3月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年2月|大司馬呉漢がｷｮｳを抜き山東はことごとく平定/関東がことごと
  く平定
30年4月7日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||ｲｴｽ･ｷﾘｽﾄがｺﾞﾙｺﾞﾀﾞの丘で十字架の刑に処せられる｡32歳(誕生:-0040520)
30年6月20日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年5月|隴の隗囂が叛旗を翻す/隗囂の将軍王元が隴ていに拒み､祭遵は
  進んで撃ち､これを破った/蓋延ら隴邸で戦い､漢軍は不利で､大いに敗れ､隴を下って退却
30年7月19日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年6月|代郡太守劉興が盧芳の将軍賈覧を高柳で撃ち､戦没/盧芳の将軍
  ､賈覧が胡騎を率いて代郡太守劉興を撃ち殺した
30年8月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年秋|前将軍李通､破姦将軍侯進､捕虜将軍王覇ら10部隊が漢中の延岑
  を撃った/公孫述が将軍を派遣して救援し西城で戦い､これを破った
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30年10月16日-09:00|韓国|  ||百済･多婁王3年9月|東部屹于が靺鞨と馬首山の西で戦い､これに勝利した｡非常
  に多くの敵兵を殺し､捕獲
30年11月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年9月30日|日食があった
31年1月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年12月|後漢の光武帝が田租を30分の1に軽減
31年1月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武6年12月|隗囂がその将軍､行巡､王元を遣わし､隴を下り三輔の扶風に侵
  攻/征西大将軍馮異､征虜将軍祭遵が拒んでこれを破った/馮異は巡の軍を大いに破った/祭遵もまた王元をけ
  んに破った
31年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年|<就任>公孫述冊立･朔寧王｢隗囂｣
31年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年|この年､臧宮は梁郡､済陰を撃ってこれを平らいだ
31年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年|中国でふいごが発明される
31年5月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年3月30日|日食
31年5月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年夏|王常は隗囂の将軍高峻を朝那に撃ち破った/隗囂が将を遣わし烏
  氏を過ぎると王常は要撃して破った/転進して西羌の部族を降伏させ､みな平定
31年9月6日-09:00|韓国|  ||百済･多婁王4年8月|高木城の昆優が靺鞨と戦い､大勝利
31年9月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年8月|<就任>後漢･河間国｢河間王(劉邵)｣
31年9月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年8月|隗囂が安定に侵攻/征西大将軍馮異と征虜将軍祭遵がこれを撃ち
  退けた
31年10月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃｨﾍﾞﾘｳｽがｾﾔｰﾇｽの反乱を阻止し､これを処刑
31年11月4日-08:00|中国|  ||後漢･建武7年冬|朔方太守田颯､雲中太守喬扈は恐懼して盧芳を叛し､郡を挙げて
  降伏
32年2月1日-09:00|韓国|  ||新羅･儒理9年春|新羅で六部を改名(楊山部→梁部､姓を李/高墟部→沙梁部､姓を崔
  /大樹部→漸梁部､姓を孫/干珍部→本彼部､姓を鄭/加利部→漢祇部､姓を裴/明活部→習比部,姓を薛)､官位17
  等を設置
32年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武8年|中郎将来歙が略陽を襲い､隗囂の守将を殺しその城を占拠
32年4月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･大武神15年4月|高句麗軍は楽浪国へ向かった/崔理王は､城門を開いて降
  伏
32年7月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武8年閏6月|隗囂の大将13人､属県16､兵士10万あまりがみな降伏/隴右潰
  れ､隗囂が楊広とともに西城に奔った
32年10月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武8年9月|張歩が叛逆を企て妻子を連れて臨淮に逃れ､琅邪太守陳俊の追
  撃を受け､尽く誅殺された
32年10月28日-08:00|中国|  ||後漢･建武8年9月6日|帝みずから潁川の盗賊を制し､すべて降した/帝は魴に各集
  落を降伏させて県中を平定
32年12月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武8年9月6日|隗囂との戦いは数か月続いていた/隗囂が敗走すると､公孫
  述の援軍も敗れた
33年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Chulabhaya｣Amandagamani Abhayaの息子(~35年)
33年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>初代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾟﾄﾛ｣(~67年死去)
33年1月20日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･大武神15年;漢･建武8年12月|遣使を漢に入朝させて朝貢/後漢の光
  武帝は､新の王莽が『侯』に格下げした高句麗の位を『王』に戻した
33年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武9年正月|<死去>公孫述冊立･朔寧王｢隗囂｣病死
33年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･建武9年正月|<就任>公孫述冊立･朔寧王｢隗純｣
33年4月19日-08:00|中国|  ||後漢･建武9年3月|公孫述が､将軍の田戎､任満､程汎の数万人を遣わし馮駿､田鴻､
  李玄らを撃ち破った/続けて夷道､夷陵を抜き､荊門､虎牙を占拠
33年9月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武9年8月|馬援を来歙の副として諸将を監督して涼州を平らげた/蓋延は
  西に街泉､略陽､清水の各陣地を撃ち､みな定めた/馬成は武威将軍劉尚らを率いて､河池を破り武都を平らげた
34年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｱﾙｻｹｽ1世｣(~35年)
34年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾟﾙﾃｨｱ王ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世のｱﾙﾒﾆｱ攻撃
34年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年|<死去>後漢･泗水国｢泗水王(劉歙)｣
34年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年|<死去>後漢･ｻｲ川国｢ｻｲ川王(劉終)｣
34年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年|この年､定襄郡を省き､その民を西河に移した
34年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年正月|匈奴が騎兵を遣わして覧を救った/諸将がこれと戦い退けた
34年6月-08:00|中国|  ||後漢･建武10年夏|征西大将軍馮異が公孫述の将軍趙匡を天水に破り､これを斬った
34年10月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･多婁王7年9月|靺鞨が馬首城を攻め落とす
34年11月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年10月|<退任>公孫述冊立･朔寧王｢隗純｣後漢･中郎将来歙らに落門で
  破れ､降る/周宗､趙恢と天水郡の各県が降り､隴右を平定
34年11月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武10年10月|先零羌が金城､隴西に侵攻したので､来歙率いる諸将が五渓に
  羌を撃ち､これを大いに破った
35年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sivali｣Chulabhayaの姉妹(~35年)
35年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｵﾛｰﾃﾞｽ｣(~同年)⇒｢ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ｣(~37年)ﾛｰﾏ指名
35年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ29世(ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽ3世)｣(~36年廃位)
35年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾛｰﾏはｳﾞｫﾉﾈｽ1世の弟の息子ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽ3世を派遣し､彼はﾛｰﾏの支持の下でﾊﾟﾙﾃｨｱ
  王を名乗った/ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世はﾋﾙｶﾆｱへと落ち延びた
35年1月28日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年|この年､朔方牧を省き､并州と合併
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35年2月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年2月|<死去>後漢･城陽国｢城陽恭王(劉祉)｣
35年2月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年2月|<廃位>後漢･太原国｢斉哀王(劉章)｣齊公に降格
35年4月27日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年閏3月|岑彭が荊門山で蜀軍に勝利､田戎は江関へ敗走/任満の将の
  王政が満の首を斬って岑彭に降った/岑彭は平曲を破り巴郡を平定
35年5月26日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年夏|馬援は先零羌を臨とうに撃ち破り､要塞を守っていた諸羌八千
  人あまりが馬援に降伏
35年7月24日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年6月|中郎将来歙が揚武将軍馬成を率いて公孫述の将軍王元､環安を
  下弁に破った
35年9月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武11年8月|岑彭は､黄石灘を守る侯丹を撃破し､さらに延岑らの軍の後背
  地である武陽を速攻で攻略/輔威将軍臧宮と､公孫述の将軍延岑が沈水に戦い､これを大いに破った
36年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ29世(ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽ3世)｣
36年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世は勢力を盛り返し西部領土を回復し､ﾛｰﾏと協定を結んだ
36年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年|この年､金城郡を省いて隴西に属させた
36年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年|この年､参狼羌が武都に侵攻したが､隴西太守馬援がこれを討って
  降した
36年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年正月|己未､小さな星が百以上も流れ､あるいは西北へ､あるいは真
  北へ､あるいは東北へと向かい､二夜しておさまった
36年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年正月|大司馬呉漢が公孫述の将､魏党､公孫永と魚?津で戦い大いに
  破り武陽を包囲/呉漢は軍を進めて広都を攻めてこれを抜いた/武陽より東の小さな城はみな降伏
36年4月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年夏|甘露が南行唐に降った
36年7月17日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年6月5日|昼に小さな星が百以上も流れ､四方八方に飛び散った
36年8月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年7月|<死去>公孫述冊立･翼江王｢田戎｣威虜将軍馮駿が江州を抜き捕
  らえ処刑
36年9月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･儒理13年8月|楽浪が新羅の北部を侵犯､朶山城を攻撃して陷落させた
36年10月9日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年9月|呉漢が､公孫述の大司徒謝豊､執金吾袁吉を破って斬り､成都を
  囲んだ/この後､呉漢が公孫述に広都と成都の間で､八戦八勝し呉漢軍は成都城の郭中に入った/延岑は大司馬
  呉漢を市橋で奇襲して破り､一矢を報いた
36年10月9日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年9月|輔威将軍臧宮は､綿竹を抜き､ﾌｳ城を破り､公孫述の弟の恢を斬
  り､さらに繁､ひを抜いた/臧宮は続けて大城を屠った
36年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年11月|<死去>公孫述冊立･汝寧王｢延岑｣後漢に降伏したが殺害され
  た
36年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年11月|<死去>自称･成家皇帝｢公孫述｣後漢軍に敗れ戦死
36年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･建武12年11月|呉漢が巴蜀平定し､天下統一
37年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ｵﾛｰﾃﾞｽ｣(~42年)
37年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ30世(ｷﾝﾅﾑｽ)｣(~同年退位)
37年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ28世(ｱﾙﾀﾊﾞﾉｽ2世)｣従属王国の1つｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王国に逃れた
37年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||<即位>ﾍﾛﾃﾞ朝ﾕﾀﾞﾔ王｢ｱｸﾞﾘｯﾊﾟ1世｣(~44年死去)
37年2月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･大武神20年|高句麗の王･無恤(大武神王)が楽浪を襲って滅亡させた
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>後漢･河間国｢河間王(劉邵)｣樂成侯に降格
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>後漢･真定国｢真定王(劉得)｣真定侯に降格
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>後漢･中山国｢中山王(劉茂)｣穣侯に降格
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>後漢･長沙国｢長沙王(劉興)｣臨湘侯に降格
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>後漢･魯国｢北海靖王(劉興)｣魯公に降格
37年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年2月|<廃位>趙国｢趙孝王(劉良)｣趙公に降格
37年3月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ｣(誕生BC42年11月16日](享年77)
37年3月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾘｸﾞﾗ｣(~41年1月24日近衛隊による暗殺)
37年6月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年5月|匈奴が河東に侵攻
37年12月26日-08:00|中国|  ||後漢･建武13年12月|金城郡をふたたび置いた
38年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Ilanaga(Elunna)｣Queen Sivaliの甥(~44年)
38年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾝﾏｹﾞﾈ国王｢ｱﾝﾃｨｵｺｽ4世(~72年王国滅亡)
38年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世｣
38年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世｣ｱﾙﾀﾊﾞﾇｽ2世の息子達を殺害して(~51年)
38年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾄｽ王｢ﾋﾟｭﾄﾄﾞﾘﾀﾞ｣
38年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾊﾟｲｵｲ王｢ﾛｴﾒﾀﾙｹｽ3世｣ｺﾃｭｽの子(~46年);｢ﾋﾟﾄﾄﾞﾘｽ2世｣ﾛｴﾒﾀﾙｹｽ3世
  の共同王､妃､従妹(~46年)
38年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｹﾞﾊﾟｴﾋﾟﾘｽ｣(~39年)､｢ﾎﾟﾚﾓ2世｣ﾎﾟﾝﾄｽ王(~39年)､｢ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ
  ｣(~46年)
38年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾎﾟﾝﾄｽ王｢ﾎﾟﾚﾓﾝ2世｣(~64年)
39年3月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武15年正月29日|昴に彗星が出現
39年7月10日-08:00|中国|  ||後漢･建武15年6月|耕地､戸籍の調査が実施される
39年8月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武15年6月25日|ふたたび屯騎､長水､射声の三つの校尉の官を置いた
40年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ28世(ｱﾙﾀﾊﾞﾉｽ2世)｣
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40年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ31世(ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世)｣(~51年死去);｢ｱﾙｻｹｽ32世(ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ1世)｣(~46年
  ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世に殺される)
40年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴﾘﾄﾘｱ海案内記がｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱで刊
40年4月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･建武16年3月|交趾の女子徴側が反し､城邑を攻略した/九真､日南､合浦
  の蛮里はみなこれに応じ攻略することおよそ65城､自立して王となった(～42)
40年4月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武16年3月30日|晦､日食があった
40年10月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･儒理17年9月|華麗県と不耐二県の人々が共謀して､騎兵を率いて､新
  羅の北国境を侵犯/貊国の首長が出兵して曲河の西で待ち受け打ち負かした
40年11月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武16年10月|<退位>自称･漢皇帝｢盧芳｣後漢に降る⇒<就任>後漢･代国｢代
  王(盧芳)｣(~42年)
41年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾙﾒﾆｱをﾛｰﾏが占領(~47年)
41年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ第3代皇帝｢ｶﾘｸﾞﾗ｣近衛軍に暗殺される/28歳(誕生00120821)
41年1月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ第4代皇帝翌日ｸﾗｳﾃﾞｨｳｽ(~00541013小ｱｸﾞﾘｯﾋﾟﾅによる暗殺)
41年4月19日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年2月29日|日食があった
41年8月16日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年7月|妖巫李広らが挙兵して皖城を占拠
41年10月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年9月|皖城を破り､李広らを斬った
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･左馮翊国｢左馮翊王(劉焉)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･済南国｢済南安王(劉康)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･山陽国｢山陽王(劉荊)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･楚国｢楚厲王(劉英)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･中山国｢中山王(劉輔)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･東海国｢東海王(劉陽)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･東平国｢東平憲王(劉蒼)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･淮陽国｢淮陽王(劉延)｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪孝王劉京｣
41年12月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武17年10月19日|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪孝王(劉京)｣
42年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ｣(~51年)ﾛｰﾏ指名
42年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ1世が再度ｾﾚｳｷｱ市を包囲し､ｾﾚｳｷｱ大反乱を鎮圧
42年3月11日-08:00|中国|  ||後漢･建武18年2月|蜀郡の守将史ｷﾝが叛し大司馬呉漢を率いる二将軍がこれを討
  ち成都を囲んだ
42年6月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武18年5月|<退位>後漢･代国｢代王(盧芳)｣再び反逆し間もなく匈奴支配地
  域へ引き返した
42年8月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武18年7月|呉漢が成都を抜き､史ｷﾝらを斬った
43年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||再び戦端が開かれ､ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世はｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ1世に敗北して勢力を大幅に減退/ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ1世
  がﾊﾟﾙﾃｨｱの大部をその支配下に納めた
43年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ｸﾗｳﾃﾞｨｳｽがﾌﾞﾘﾃﾝ島の大部分を征服
43年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年正月|妖巫単臣､傅鎮らが反し､原武を占拠/太中大夫臧宮がこれを
  平定
43年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･建武19年正月|後漢の馬援は交趾を破り､徴側､徴弐らを斬り平定/九
  真の賊､都陽らを進んで撃ち､これを破って降し､嶺南･嶺表はことごとく平らいだ
43年6月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年閏4月25日|<再任>後漢･魯国｢魯王(劉興)｣
43年6月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年閏4月25日|<就任>後漢･斉国｢斉哀王(劉章)｣
43年6月21日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年閏4月25日|<就任>後漢･趙国｢趙節王(劉栩)｣
43年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年6月|<就任>後漢･東海国｢東海恭王(劉彊)｣
43年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年6月|<退任>後漢･東海国｢東海王(劉陽)｣皇太子となる
43年10月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年9月|西南夷が益州郡に侵攻し武威将軍劉尚を遣わしてこれを討っ
  た
44年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Chandamukha｣Ilanagaの息子(~52年)
44年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||<死去>ﾍﾛﾃﾞ朝ﾕﾀﾞﾔ王｢ｱｸﾞﾘｯﾊﾟ1世｣
44年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||<即位>ﾍﾛﾃﾞ朝ﾕﾀﾞﾔ王｢ｱｸﾞﾘｯﾊﾟ2世｣(~100年死去)
44年1月19日-08:00|中国|  ||後漢･建武19年12月|劉尚が謀反した越雋太守任貴を襲ってこれを誅した
44年6月15日-08:00|中国|  ||後漢･建武20年5月|匈奴が上党･扶風･天水に侵入
44年8月1日-08:00|中国|  ||後漢･建武20年6月19日|<改封>後漢･中山国｢中山王(劉輔)｣⇒沛国｢沛献王(劉輔)｣
44年10月11日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･建武20年9月|漢の光武帝が兵を派遣し楽浪郡を討伐､その地を
  奪い取って郡県とした/薩水以南は後漢に属す
44年11月9日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･大武神27年10月|<死去>高句麗王｢大武神王｣
44年11月9日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･大武神27年10月|<即位>高句麗王｢閔中王｣(~48年)
45年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ｱﾌﾟﾗｶﾗｼﾞｬｽ)国王｢Sasan｣(~50年)
45年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ33世(ｳﾞｫﾉﾈｽ2世)｣(~51年死去)
45年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｺﾃｭｽ1世｣(~62年)
45年1月8日-08:00|中国|  ||後漢･建武20年12月|匈奴が天水に侵攻
45年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武21年正月|武威将軍劉尚が益州夷を破り､これを平定
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45年5月6日-08:00|中国|  ||後漢･建武21年4月|安定属国の胡が叛し､青山に集まって屯した/長史陳ｷﾝが兵を率
  いてこれを討って平定
45年8月2日-08:00|中国|  ||後漢･建武21年秋|鮮卑が遼東に侵攻したが､遼東太守祭ﾕｳがこれを大いに破った
45年10月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武21年10月|伏波将軍馬援が塞から出て烏桓を撃ったが勝てなかった
45年10月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武21年10月|匈奴が上谷､中山に侵攻した
46年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾌﾞﾀﾞｶﾞｾｽ1世｣(~60年死去)
46年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ32世(ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ1世)｣ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世に殺される
46年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｰﾏがﾄﾗｷｱを属州とする
46年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･建武22年|<死去>後漢･斉国｢斉哀王(劉章)｣
46年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武22年|<死去>匈奴単于｢呼都而尸道皋若ﾃｲ単于(輿)｣
46年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武22年|<即位>匈奴単于｢烏達ﾃｲ侯単于(烏達ﾃｲ侯)｣呼都而尸道皋若
  ﾃｲ単于の子(~同年死去)⇒北匈奴単于｢蒲奴単于(蒲奴)｣呼都而尸道皋若ﾃｲ単于の子､烏達ﾃｲ侯の弟
46年1月26日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建武22年|この年､烏桓が匈奴を撃って破り､幕南の地は空になった
46年7月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建武22年5月30日|日食
47年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武23年|<就任>後漢･斉国｢斉煬王(劉石)｣
47年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武23年正月|南郡が蛮反し､武威将軍劉尚を遣わして討ちこれを破り､その
  部族を江夏に移住させた
47年11月7日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･閔中4年;後漢･建武23年10月|高句麗蠶支落部の大家｢戴升｣ら
  が一万余家を連れて楽浪郡に詣でて漢に投降
48年1月5日-08:00|中国|  ||後漢･建武23年12月|武陵蛮が反し､郡県に攻め入り略奪/劉尚を遣わしてこれを討
  ってがげん水で敗れた
48年2月4日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･閔中5年|<死去>高句麗王｢閔中王｣
48年2月4日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･慕本1年|<即位>高句麗王｢慕本王｣(~53年)
48年2月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||後漢･建武24年正月;高句麗･慕本2年|高句麗王は兵を漢の北平､漁陽､上谷､太
  原に派遣して襲撃/遼東太守の祭庶福ｪ､恩情と信頼を以てこれを諭す/再び和親
48年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武24年正月|南匈奴呼韓邪単于が北匈奴を撃ち破り､その地を千里余
  りも退けた
48年7月30日-08:00|中国|  ||後漢･建武24年7月|武陵蛮臨ｹﾞﾝに侵攻し､謁者李嵩､中山太守馬成を遣わし蛮を討
  ったが勝てなかった
48年10月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武24年10月|<自立即位>南匈奴単于｢醢落尸逐ﾃｲ単于(比)｣烏珠留
  若ﾃｲ単于の子(~56年)/匈奴､南北に分裂
49年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ34世(ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ)｣(~50年廃位)
49年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･建武25年春|馬援の軍が臨郷に至り､武陵蛮に遭遇し馬援はこれを破った
49年5月20日-08:00|中国|  ||後漢･建武25年3月29日|日食があった
49年11月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武25年10月|後漢の伏波将軍馬援らが武陵蛮を破る
50年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||このころｶﾞﾝﾀﾞｰﾗ美術生れる
50年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸｼｬｰﾅ朝のｸｼﾞｭﾗ=ｶﾄﾞﾌｨｾｽ､ｶﾞﾝﾀﾞｰﾗ地方に進出
50年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ34世(ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ)｣
50年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第14代国王｢ｵﾛﾃﾞｽ2世｣ｵﾛﾃﾞｽ1世の息子(~70年)
50年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｸｼｭ王｢ｱﾏﾆﾃﾇﾒﾐﾃﾞ｣(~62年)
50年6月-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武26年夏|<即位>南匈奴単于｢ｲｸｹﾝ左賢王単于｣北匈奴蒲奴単于の弟(~同
  年死去)
51年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾐﾙ地方でｼｬﾝｶﾞﾑ文学が始まる
51年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｱﾄﾛﾊﾟﾃﾈ王｢ﾊﾟｺﾙｽ｣(~78年)
51年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙﾀｸｼｱｽ朝)｢ﾗﾀﾞﾐｽﾄｩｽ｣ｲﾍﾞﾘｱ王ﾌｧﾗｽﾒﾅｽ1世の子(~53年)
51年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ31世(ｺﾞﾀﾙｾﾞｽ2世)｣病没
51年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ33世(ｳﾞｫﾉﾈｽ2世)｣
51年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ35世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ1世)｣(~77年死去)
52年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Yassalalaka｣Candhamuka Sivaの弟(~60年)
52年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽ1世｣(2度目~58年)
52年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･建武28年正月|<改封>後漢･魯国｢魯王(劉興)｣⇒北海国｢北海靖王(劉興)｣
53年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王｢ﾗﾀﾞﾐｽﾄｩｽ｣(2度目~54年)ﾛｰﾏ指名
53年3月9日-08:00|中国|  ||後漢･建武29年2月1日|朔､日食があった
53年11月30日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･慕本6年11月|<死去>高句麗王｢慕本王｣杜魯という側近に殺害された
53年11月30日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･太祖1年11月|<即位>高句麗王｢太祖大王｣(~146.12)/7歳だったため､王母
  がしばらく摂政
54年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢Nahapana｣(~100年)
54年1月28日-08:00|中国|  ||後漢･建武30年正月|鮮卑大人が内属し､朝で賀した
54年2月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･儒理31年2月|ほうき星が紫宮に現われた
54年6月3日-08:00|中国|  ||後漢･建武30年4月9日|<改封>後漢･左馮翊国｢左馮翊王(劉焉)｣⇒中山国｢中山簡王(
  劉焉)｣
54年10月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｸﾗｳﾃﾞｨｳｽ｣妻のｱｸﾞﾘｯﾋﾟﾅに毒殺された(誕生BC10年)
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54年10月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾈﾛ｣(~00680609廃位)
55年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ36世(ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ2世)｣(~58年廃位)
55年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟｳﾛがﾛｰﾏに入り､ｷﾘｽﾄ教の伝道を開始
55年7月13日-08:00|中国|  ||後漢･建武31年5月30日|日食があった
55年9月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･多婁王28年8月|靺鞨が北鄙を侵す
56年2月5日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武32年|<死去>南匈奴単于｢醢落尸逐ﾃｲ単于(比)｣
56年2月5日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武32年|<即位>南匈奴単于｢丘浮尤ﾃｲ単于(莫)｣醢落尸逐ﾃｲ単于の弟(
  ~57年)
56年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･建武32年|この年､参狼羌が武都に侵攻し､郡兵を敗った/隴西太守がこれを救
  い､また武都の郡兵も叛した羌を討ち､みなこれを破った
56年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･建武32年|莎車(現ﾔﾙｶﾝﾄﾞ県)王の賢(Xian)がﾎｰﾀﾝを攻め莎車王はﾎｰﾀﾝ王の兪
  林を驪歸王に更迭し､弟の位侍をﾎｰﾀﾝ王とした
56年5月14日-08:00|中国|  ||後漢･建武中元1年4月11日|建武中元に改元
56年7月31日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･太祖4年7月|太祖大王が東沃沮を討伐し､高句麗の領土が滄海(日本海)か
  ら薩水(平安南道の清川江)に及んだ
56年12月25日-08:00|中国|  ||後漢･建武中元1年11月29日|日食
57年2月23日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建武中元2年|<死去>南匈奴単于｢丘浮尤ﾃｲ単于(莫)｣
57年2月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建武中元2年|<即位>南匈奴単于｢伊伐於慮ﾃｲ単于(汗)｣丘浮尤ﾃｲ単于(
  莫)の弟(~59年)
57年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･建武中元2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢君得｣(~59年)
57年2月23日-08:00|中国/日本|  ||後漢･建武中元2年1月|倭の奴の国王が後漢に遣使､光武帝より金印を授かる
  (｢後漢書｣東夷伝)志賀島で発見
57年3月29日-08:00|中国|  ||後漢･建武中元2年2月5日|<死去>後漢初代皇帝｢光武帝(劉秀)｣/63歳(誕生BC6年)
57年3月29日-08:00|中国|  ||後漢･建武中元2年2月5日|<即位>後漢第2代皇帝｢明帝劉荘｣(~75.9.5)
57年11月16日-09:00|韓国|  ||新羅･儒理34年10月|<死去>新羅王｢儒理尼師今｣
57年11月16日-09:00|韓国|  ||新羅･脱解1年10月|<即位>新羅王｢脱解尼師今｣(~80年)
58年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ1世大王｣
58年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾃｨｸﾞﾗﾈｽ6世｣(~62年)ﾛｰﾏ指名
58年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ1世｣ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ1世の息子(~106年)
58年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ36世(ｳﾞｧﾙﾀﾞﾈｽ2世)｣
58年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾛｰﾏ軍がｱﾙﾒﾆｱに侵攻し首都ｱﾙﾀｸｻﾀ占領,ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽはﾊﾟﾙﾃｨｱに逃亡/ﾛｰﾏ軍とｱﾙﾒﾆ
  ｱ軍は更にｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈを攻撃するがｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王ﾓﾉﾊﾞｽﾞｽ2世はﾊﾟﾙﾃｨｱの援軍を受けて跳ね返す
58年7月2日-08:00|中国|  ||後漢･永平1年5月22日|<死去>後漢･東海国｢東海恭王(劉彊)｣病死
58年9月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平1年8月|<改封>後漢･山陽国｢山陽王(劉荊)｣⇒広陵国｢広陵思王(劉荊)｣
59年2月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永平2年|<死去>南匈奴単于｢伊伐於慮ﾃｲ単于(汗)｣
59年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･永平2年|<就任>後漢･東海国｢東海靖王(劉政)｣(~102年)
59年2月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永平2年|<即位>南匈奴単于｢醢僮尸逐侯?単于(適)｣醢落尸逐ﾃｲ単于の
  子(~63年)
59年5月31日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解3年5月|新羅は倭国と友好関係を結んで互いに使者を交換し
  た
59年6月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解3年6月|ほうき星が天船(天の川)に現われた
60年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾌﾞﾀﾞｶﾞｾｽ1世｣
60年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Subharaja｣(~66年)
60年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾞｨｵｽｺﾘﾃﾞｽが｢薬物誌｣を著す
60年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･永平3年|<就任>後漢･広平国｢陳敬王(劉羨)｣(~82年)
60年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･永平3年|<就任>後漢･千乗国｢千乗哀王(劉建)｣(~61年)
60年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･永平3年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢休莫霸｣莎車王に反乱(~61年)
61年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾘﾀﾆｱでｲｹﾆ族女王ﾎﾞｳﾃﾞｨｯｶの大規模な反ﾛｰﾏ蜂起､ﾛﾝﾃﾞｨﾆｳﾑ(ﾛﾝﾄﾞﾝ)を略奪するが
  ﾛｰﾏ軍により鎮圧
61年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･永平4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢广德｣(~97年)莎車王を破り精絶西北から疏勒までの1
  3王国を服従させた
61年2月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永平4年|北匈奴が五原郡に侵入､適これを破る
61年9月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解5年8月|馬韓の将軍･孟召が覆巖城をともに新羅に降伏した
62年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾃｨﾘﾀﾞﾃｽ1世｣(3度目~88年)ﾛｰﾏ指名
62年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｸｼｭ王｢ｱﾏﾆｶﾀｼｬﾝ女王｣(~85年)
63年2月17日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永平6年|<死去>南匈奴単于｢醢僮尸逐侯ﾃｲ単于(適)｣
63年2月17日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永平6年|<即位>南匈奴単于｢丘除車林ﾃｲ単于(蘇)｣丘浮尤ﾃｲ単于の子(
  ~同年死去)⇒｢湖邪尸逐侯ﾃｲ単于(長)｣醢落尸逐ﾃｲ単于の子､醢僮尸逐侯ﾃｲ単于の弟(~85年)
63年11月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･多婁王36年10月|百済王が領土を広げて､娘子谷城にまで至った
64年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾎﾟﾝﾄｽ王｢ﾎﾟﾚﾓﾝ2世｣
64年-02:00|ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾟﾝﾄｩｽはﾛｰﾏ帝国に併合される
64年7月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏで､7月13日に発火した火災が鎮火するが､ﾈﾛの放火と見られる第2の火災が起
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  こる
64年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||8月以降|ﾈﾛ皇帝､第一回ｷﾘｽﾄ教徒迫害
64年9月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解8年;百済･多婁王37年8月|百済が出兵してきて､新羅の蛙山城を攻
  めてきた
64年9月1日-08:00|中国|  ||後漢･永平7年8月|<死去>後漢･北海国｢北海靖王(劉興)｣
64年10月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解8年;百済･多婁王37年10月|百済が狗壌城を攻めてきたので､新羅
  王は騎兵2千人を派遣して逃走させた
65年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｸｼｬｰﾝ朝が西北ｲﾝﾄﾞに侵入し､ｶﾞﾝﾀﾞｰﾗを征服
65年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･永平8年|<就任>後漢･北海国｢北海敬王(劉睦)｣(~74年)
66年2月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解10年;百済･多婁王39年|百済が新羅の蛙山城を攻略したが､まもな
  く新羅軍が取り戻した
66年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾊﾟﾚｽﾁﾅ､ﾕﾀﾞﾔ人の反ﾛｰﾏ蜂起(~00730416)
67年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Vasabha｣(~111年死去)
67年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第2代ﾛｰﾏ教皇｢ﾘﾇｽ｣(~78年死去)
67年3月5日-08:00|中国|  ||後漢･永平10年2月|<死去>後漢･広陵国｢広陵思王(劉荊)｣自殺
68年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<建国>ﾉｺﾙﾌﾟﾉﾝ(扶南)(~550年頃)
68年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ﾚｽｸﾎﾟﾘｽ1世｣(~93年)
68年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･永平11年|この頃､白馬寺を洛陽城西に建立
68年3月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏのｶﾞﾘｱ総督が反ﾈﾛｸｰﾃﾞﾀｰをおこすが､敗死
68年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾞﾙﾊﾞ｣
68年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾈﾛ｣失脚
68年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>前ﾛｰﾏ皇帝｢ﾈﾛ｣自害/30歳(誕生00371215)
68年9月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･太祖16年8月|曷思王の孫の都頭が国を挙げて高句麗に投降
69年1月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏで､ﾗｲﾝ軍団が反乱を起こす/4帝乱立の反乱
69年1月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾞﾙﾊﾞ｣ｼﾀﾆｱ総督ｵﾄと近衛隊による暗殺
69年1月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｵﾄ｣
69年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||旧暦3/7|<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｵﾄ｣ﾍﾞﾄﾞﾘｱｸﾑの戦いで敗死
69年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||旧暦3/7|<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｨﾃｯﾘｳｽ｣
69年7月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｪｽﾊﾟｼｱﾇｽ｣
69年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||旧暦9月|ﾛｰﾏでｳｪｽﾊﾟｼｱﾇｽがｳｨﾃﾘｳｽの軍を破る(ｸﾚﾓﾅの戦い)
69年12月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||旧暦11/20|<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｨﾃｯﾘｳｽ｣ｳｪｽﾊﾟｼｱﾇｽの部将ｱﾝﾄﾆｳｽ･ﾌﾟﾘﾑｽがﾛｰﾏに入城
  し殺害される
70年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第15代国王｢ﾌﾗｰﾃｽ｣(~90年)
70年1月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解14年;百済･多婁王43年|百済が新羅に侵入して来た
70年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･永平13年|<死去>後漢･斉国｢斉煬王(劉石)｣
70年9月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｽﾗｴﾙ|  ||旧暦8/2|ﾕﾀﾞﾔ戦争/ﾛｰﾏの圧政に抵抗していたﾕﾀﾞﾔ人のｴﾙｻﾚﾑに対してﾛｰﾏ軍
  が総攻撃を開始し陥落/ﾕﾀﾞﾔ人は西海ﾏｻﾀﾞに移り抵抗を続ける
70年12月22日-08:00|中国|  ||後漢･永平13年11月|<廃位>後漢･楚国｢楚厲王(劉英)｣謀反/楚国を廃する(永平1
  年4月自殺)
71年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱﾄﾛﾊﾟﾃﾈ王ﾊﾟｺﾙｽ2世が､ｱﾗﾝ人の侵入を食い止めることができず王位を失った
71年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･永平14年|<就任>後漢･斉国｢蕪湖侯(劉晃)｣(~章和元年(87年)7月蕪湖侯に降
  格)
72年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<滅亡>ｺﾝﾏｹﾞﾈ王国
72年3月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･太祖20年2月|高句麗の太祖大王が藻那国を討伐
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ恵王(劉衍)｣(~126年死去)
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･楽成国｢楽成靖王(劉党)｣(~永元8年8月(96年5月28
  日)死去)
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･済陰国｢済陰悼王(劉長)｣(~建初9年閏正月15日(008
  40310)死去)
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･常山国｢常山王(劉昞)｣(~建初4年(79年)4月淮陽王
  に改封)
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･汝南国｢梁節王(劉暢)｣(~建初4年(79年)4月梁王に
  改封)
72年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･永平15年4月|<就任>後漢･鉅鹿国｢彭城靖王(劉恭)｣(~建初4年(79年)4月江陵
  王に改封)
73年1月28日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解17年|倭人が木出島に侵入/新羅王は角羽烏干を派遣し防御
  したが勝てず羽烏は戦死
73年1月28日-08:00|中国|  ||後漢･永平16年|竇固が北匈奴を攻撃し､呼衍王を破る｡班超が西域に派遣される
73年5月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾕﾀﾞﾔ戦争終結/ﾛｰﾏの圧政に苦しむﾕﾀﾞﾔ人が､66年以来反乱を起こし
  ていたが､死海の西岸ﾏｻﾀﾞでﾛｰﾏ軍に攻略され､抵抗は終り/以来､ﾕﾀﾞﾔ人は亡国と流浪の運命を辿る
73年7月23日-09:00|韓国|  ||百済･多婁王46年5月30日|戊午晦､日食
73年8月22日-08:00|中国|  |||<改封>後漢･淮陽国｢淮陽王(劉延)｣⇒阜陵国｢阜陵質王(劉延)｣(~建初元年(76年)
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  11月阜陵侯に降格)
74年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･永平17年|班超が西域に遠征し､天山南路の諸国を従え西域都護､戊己校尉を
  復活し､後漢が直接西域経営を行う(～76)
74年3月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･太祖22年2月|王命により､桓那部(高句麗五族に準ずる部族)出身の
  沛者(10等中第3の官位)薛儒が朱那国(場所は不明)を攻めて､王子の乙音を捕虜にし､乙音に古鄒加を授けた
74年9月10日-09:00|韓国|  ||新羅･脱解18年;百済･多婁王47年8月|百済が国境地帯に侵入してきたので､新羅王
  は軍隊を送って阻止
75年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王国の北ｲﾝﾄﾞ地方はｸｼｬｰﾅ朝によって再征服された
75年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･永平18年|<就任>後漢･北海国｢北海哀王(劉基)｣(~86年)
75年2月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永平18年|北匈奴､西域都護の撤退で西域を支配下に置く
75年9月5日-08:00|中国|  ||後漢･永平18年8月6日|<死去>後漢第2代皇帝｢顕宗明帝(劉荘)｣
75年9月5日-08:00|中国|  ||後漢･永平18年8月6日|<即位>後漢第3代皇帝｢章帝劉ﾀﾂ｣(~88.4.9)
75年10月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･多婁王48年;新羅･脱解19年10月|百済が新羅西隅の蛙山城を攻撃して
  奪った
76年2月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建初1年|北匈奴､南匈奴に敗れる
76年10月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･脱解20年･百済･多婁王49年9月|新羅王は出兵し百済を征伐､蛙山城を
  奪いかえす
76年12月15日-08:00|中国|  ||後漢･建初1年11月|<廃位>後漢･阜陵国｢阜陵質王(劉延)｣阜陵侯に降格
77年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ35世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ1世)｣
77年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ37世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ2世)｣(~89年);｢ｱﾙｻｹｽ38世(ﾊﾟｺﾙｽ2世)｣(~115年死去)
77年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||このころ､ﾃﾞｨｵｽｺﾘﾃﾞｽが｢薬物誌｣を著す
77年2月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建初2年|北匈奴単于､南匈奴･鮮卑に敗れ､遠方に逃亡
77年9月7日-09:00|韓国|  ||新羅･脱解21年8月|新羅の阿吉門は加耶の軍と黄山津の川岸で争って､一千余人の
  首を獲った
77年10月7日-09:00|韓国|  ||百済･多婁王50年9月|<死去>第2代百済王｢多婁王｣
77年10月7日-09:00|韓国|  ||百済･己婁王1年9月|<即位>百済王｢己婁王｣(~128年)
78年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾁｬｼﾀﾅ(~130)ｸﾞｻﾓﾃｨｶの子
78年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･建初3年|中国の将軍班超がﾎｰﾀﾝを攻めた
79年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第3代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾅｸﾚﾄｩｽ｣(~00880426)
79年3月22日-09:00|韓国|  ||新羅･脱解23年2月|彗星が東方に現われ､また北方にも現われ､20日たって消滅
79年5月20日-08:00|中国|  ||後漢･建初4年4月|<改封>後漢･常山国｢常山王(劉昞)｣⇒淮陽国｢淮陽頃王(劉昞)｣(
  ~章和元年7月17日(00870902)死去)
79年5月20日-08:00|中国|  ||後漢･建初4年4月|<改封>後漢･汝南国｢梁節王(劉暢)｣⇒梁国｢梁節王(劉暢)｣(~永
  元10年10月19日(00981130)死去)
79年5月20日-08:00|中国|  ||後漢･建初4年4月|<改封>後漢･鉅鹿国｢彭城靖王(劉恭)｣⇒江陵国｢彭城靖王(劉恭)
  ｣(~元和2年(85年)5月六安王に改封)
79年5月20日-08:00|中国|  ||後漢･建初4年4月|<就任>後漢･千乗国｢千乗貞王(劉伉)｣(~永元5年(93年)正月24日
  死去)
79年5月26日-08:00|中国|  ||後漢･建初4年4月7日|<就任>後漢･平春国｢平春悼王(劉全)｣(~同年死去)
79年6月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｳｪｽﾊﾟｼｱﾇｽ｣自然死/69歳(誕生00091117)ﾈﾛの暴政の後始末を行っ
  てﾛｰﾏを立ち直らせた
79年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃｨﾄｩｽ｣ｳｪｽﾊﾟｼｱﾇｽの息子
79年8月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||朝,前日のｳﾞｪｽﾋﾞｧｽ火山大噴火に伴う火砕流と土石流によりﾛｰﾏ帝国のﾎﾟﾝﾍﾟｲが
  埋没/人口2万あまりの市民のうち2千人の死者をだす
80年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｳﾞｨﾏ･ﾀｸﾄ｣(~95年)
80年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ39世(ｱﾙﾀﾊﾞﾉｽ4世)｣ﾊﾟｺﾙｽ2世に敵対(~81年)
80年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏにｺﾛｯｾｳﾑが完成
80年9月4日-09:00|韓国|  ||新羅･脱解24年8月|<死去>新羅王｢脱解尼師今｣
80年9月4日-09:00|韓国|  ||新羅･婆娑1年8月|<即位>新羅王｢婆娑尼師今｣(~112年)
81年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･建初6年|<死去>後漢･趙国｢趙節王(劉栩)｣
81年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･建初6年|この頃､｢漢書｣完成
81年3月16日-08:00|中国|  ||後漢･建初6年2月17日|<死去>後漢･琅邪王｢琅邪孝王劉京｣
81年3月16日-08:00|中国|  ||後漢･建初6年2月17日|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪夷王劉宇｣(~100年)
81年9月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃｨﾄｩｽ｣病死/41歳(誕生00391230)
81年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾄﾞﾐﾃｨｱﾇｽ｣
82年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建初7年|<就任>後漢･清河国｢清河孝王(劉慶)｣(~106年)
82年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建初7年|<就任>後漢･西平国｢陳敬王(劉羨)｣(~88年)
82年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建初7年|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪夷王(劉宇)｣(~103年)
82年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建初7年|<就任>後漢･趙国｢趙頃王(劉商)｣(~104年)
83年3月7日-08:00|中国|  ||後漢･建初8年正月29日|<死去>後漢･東平国｢東平憲王(劉蒼)｣
84年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･建初9年|<就任>後漢･東平国｢東平懐王(劉忠)｣(~84年)
84年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･建初9年|<就任>後漢･任城国｢任城孝王(劉尚)｣(~101年)
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84年3月10日-08:00|中国|  ||後漢･建初9年閏1月15日|<死去>後漢･済陰国｢済陰悼王(劉長)｣
84年7月28日-08:00|中国|  ||後漢･建初9年6月7日|<死去>後漢･沛国｢沛献王(劉輔)｣
84年9月19日-08:00|中国|  ||後漢･元和1年8月|元和に改元
85年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ｸｼｬｰﾝ朝ｳﾞｨﾏ･ｶﾄﾌｨｾｽが即位
85年2月13日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･元和2年|<死去>南匈奴単于｢湖邪尸逐侯ﾃｲ単于(長)｣
85年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･元和2年|<就任>後漢･東平国｢東平孝王(劉敞)｣(~132年)
85年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･元和2年|<就任>後漢･沛国｢沛釐王(劉定)｣(~95年)
85年2月13日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･元和2年|<即位>南匈奴単于｢伊屠於閭ﾃｲ単于(宣)｣伊伐於慮ﾃｲ単于の
  子(~88年)
85年2月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･元和2年|南匈奴:宣､鮮卑･丁零･西域と北匈奴を攻め温ｸﾞ犢王を殺す
85年2月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･己婁王9年;新羅･婆娑6年1月|百済が辺境を侵犯してきた
85年3月15日-08:00|中国|  ||後漢･元和2年2月|四分暦に改暦
85年6月11日-08:00|中国|  ||後漢･元和2年5月|<改封>後漢･江陵国｢彭城靖王(劉恭)｣⇒六安国｢彭城靖王(劉恭)
  ｣(~88年)
86年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢ｶﾞｳﾀﾐｰﾌﾟﾄﾗ･ｻﾀｶﾙﾆ｣(~110年)
87年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･元和4年|<再任>後漢･阜陵国｢阜陵質王(劉延)｣(~89年)
87年2月21日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･元和4年|<退位>北匈奴単于｢優留単于｣鮮卑に殺され､その58部20万人
  が来降す
87年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･章和1年7月|<廃位>後漢･斉国｢蕪湖侯(劉晃)｣蕪湖侯に降格/斉国を廃する
87年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･章和1年7月|元和4年を改元して章和元年とする
87年9月2日-08:00|中国|  ||後漢･章和1年7月17日|<死去>後漢･淮陽国｢淮陽頃王(劉昞)｣
87年10月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･己婁王11年8月30日|乙未晦､日食
88年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｻﾅﾄﾙｾｽ｣(~110年)
88年2月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･章和2年|<死去>南匈奴単于｢伊屠於閭ﾃｲ単于(宣)｣
88年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･章和2年|<就任>後漢･陳国｢陳敬王(劉羨)｣(~97年)
88年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･章和2年|<就任>後漢･彭城国｢彭城靖王(劉恭)｣(~117年)
88年2月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･章和2年|<即位>南匈奴単于｢休蘭尸逐侯ﾃｲ単于(屯屠何)｣醢落尸逐ﾃｲ
  単于の子(~93年)
88年2月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･章和2年|<即位>北匈奴単于｢北単于｣優留単于の異母兄､右賢王
88年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･章和2年2月30日|<死去>後漢第3代皇帝｢粛宗章帝(劉ﾀﾂ)｣
88年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･章和2年2月30日|<即位>後漢第4代皇帝｢和帝劉肇｣(~106.2.13)
88年4月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第4代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ1世｣(~00991123)
88年4月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第3代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾅｸﾚﾄｩｽ｣
89年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ40世(ｵｽﾛｴｽ1世)｣(~130年死去)
89年4月29日-09:00|韓国|  ||百済･己婁王13年夏|地震､死者多数
90年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ39世(ｱﾙﾀﾊﾞﾉｽ4世)｣ﾊﾟｺﾙｽ2世に敗れて権力の座から追われた
90年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第16代国王｢ｵﾛﾃﾞｽ3世｣ｵﾛﾃﾞｽ2世の息子(~100年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･河間国｢河間孝王(劉開)｣(~131年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･済北国｢済北恵王(劉寿)｣(~121年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･城陽国｢城陽懐王(劉淑)｣(~94年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･常山国｢常山殤王(劉側)｣(~102年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･斉国｢斉恵王(劉無忌)｣(~141年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵殤王(劉沖)｣(~91年)
90年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年|<就任>後漢･北海国｢北海王(劉威)｣(~96年)
90年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永元2年|南匈奴:屯屠何､漢とともに北匈奴を破り閼氏を捕らえる
90年2月18日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  ||後漢･永元2年|班超がﾀﾘﾑ盆地でｸｼｬｰﾅ王国の侵入軍を撃退
90年7月27日-08:00|中国|  ||後漢･永元2年6月12日|<死去>後漢･中山国｢中山簡王(劉焉)｣
91年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永元3年|<就任>後漢･中山国｢中山夷王(劉憲)｣(~118年)
91年2月7日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元3年|<即位>北匈奴単于｢於除ｹﾝ単于(於除ｹﾝ)｣北単于の弟(~93年)
  漢に降伏
91年2月7日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元3年|<退位>北匈奴単于｢北単于｣後漢と南匈奴の連合軍に敗れ烏孫
  に亡命
91年12月29日-08:00|中国|  ||後漢･永元3年12月|漢の西域放棄後､疏勒に留まった班超が西域平定の功により
  西域都護に任ぜられる(～102)
92年1月28日-08:00|中国|  ||後漢･永元4年|班固･班昭兄妹による『漢書』の成立
93年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｻｳﾛﾏﾃｽ1世｣(~123年)
93年2月15日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元5年|<死去>南匈奴単于｢休蘭尸逐侯ﾃｲ単于(屯屠何)｣
93年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･永元5年|<就任>後漢･広宗国｢広宗殤王(劉万歳)｣(~93年)
93年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･永元5年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵頃王(劉魴)｣(~122年)
93年2月15日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元5年|<即位>南匈奴単于｢安国単于(安国)｣伊伐於慮ﾃｲ単于の子､伊
  屠於閭ﾃｲ単于の弟(~94年)
93年3月10日-08:00|中国|  ||後漢･永元5年正月24日|<死去>後漢･千乗国｢千乗貞王(劉伉)｣
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94年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元6年|<死去>南匈奴単于｢安国単于(安国)｣漢の仲裁を拒んで討伐を
  受け舅に殺害される
94年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･永元6年|<就任>後漢･千乗国｢楽安夷王(劉寵)｣(~95年)
94年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元6年|<即位>南匈奴単于｢亭独尸逐侯ﾃｲ単于(師子)｣醢僮尸逐侯ﾃｲ単
  于の子(~98年)
94年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元6年|<即位>北匈奴単于｢逢侯単于(逢侯)｣休蘭尸逐侯ｹﾝ単于の子(~
  118年)匈奴の部族長､反乱を起こしてたてる
94年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･永元6年|班超が焉耆を討ち､後に西域の五国が漢に服属する
94年3月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･婆娑15年2月|伽揶の敵(賊)が馬頭城を包囲したので､阿吉元を派遣して
  騎兵一千人を率いて攻撃して敗走させた
95年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｳﾞｨﾏ･ｶﾄﾞﾌｨｾｽ(ｶﾄﾞﾌｨｾｽ2世)｣(~127年)
95年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･永元7年|<就任>後漢･楽安国｢楽安夷王(劉寵)｣(~121年)
95年2月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永元7年|南匈奴単于｢亭独尸逐侯ﾃｲ単于(師子)｣､漢将朱徽･任尚らの
  助力で逢侯を破る
96年2月12日-08:00|中国|  ||後漢･永元8年|<就任>後漢･楽成国｢楽成哀王(劉崇)｣(~96年)
96年2月12日-08:00|中国|  ||後漢･永元8年|<就任>後漢･沛国｢沛節王(劉正)｣(~109年)
96年2月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永元8年|匈奴の右温犢王鳥居戦､漢に反乱を起こす
96年5月28日-08:00|中国|  ||後漢･永元8年4月18日|<死去>後漢･楽成国｢楽成靖王(劉党)｣
96年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾄﾞﾐﾃｨｱﾇｽ｣召使による暗殺/44歳(誕生00511024)
96年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾈﾙｳｧ｣五賢帝時代が始まる
96年10月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･婆娑17年9月|加耶人が(新羅の)南側辺境を襲ったので､加城主･長世を
  派遣し阻むようにした｡しかし､賊軍に殺された｡王は怒って勇士5千人を率いて出戦して加耶軍を破った
97年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･永元9年|<死去>後漢･済南国｢済南安王(劉康)｣
97年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･永元9年|<就任>後漢･楽成国｢楽成釐王(劉巡)｣(~111年)
97年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･永元9年|<就任>後漢･陳国｢陳思王(劉鈞)｣(~117年)
97年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･永元9年|甘英が班超の命でﾛｰﾏに派遣され､ﾊﾟﾙﾃｨｱ国に至る
98年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾀｷﾄｩｽが｢ｹﾞﾙﾏﾆｱ｣を刊
98年1月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾈﾙｳｧ｣病死/67歳(誕生00301108)
98年1月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾄﾗﾔﾇｽ｣ｹﾞﾙﾏﾆｱで戦っていた/ﾋｽﾊﾟﾆｱ出身
98年2月20日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元8年|<死去>南匈奴単于｢亭独尸逐侯ﾃｲ単于(師子)｣
98年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･永元10年|<就任>後漢･済南国｢済南簡王(劉錯)｣(~103年)
98年2月20日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永元8年|<即位>南匈奴単于｢萬氏尸逐侯ﾃｲ単于(檀)｣湖邪尸逐侯ﾃｲ単
  于の子(~124年)
98年11月30日-08:00|中国|  ||後漢･永元10年10月19日|<死去>後漢･梁国｢梁節王(劉暢)｣
99年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第5代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｧﾘｽﾄｩｽ｣(~01051027)
99年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第4代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ1世｣
99年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･永元11年|<就任>後漢･梁国｢梁恭王(劉堅)｣(~124年)
100年-09:00|日本|  |||この頃石器が消滅し鉄器が普及､西日本では乾田経営始まる
100年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島へﾀｶﾞﾛｸﾞ族などの移住が始まる
100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾄﾘﾌﾟﾗ国
100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ﾊﾟｺﾚｽ｣(~135年)
100年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第17代国王｢ｶﾑﾅｽｷﾛｽ･ｵﾛﾃﾞｽ｣ｵﾛﾃﾞｽ2世の息子(~120年)
100年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||<死去>ﾍﾛﾃﾞ朝ﾕﾀﾞﾔ王｢ｱｸﾞﾘｯﾊﾟ2世｣
100年-01:00|ｱﾌﾘｶ|  |||ｻﾊﾗに移動･荷役用家畜としてﾗｸﾀﾞが登場
100年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(~1500)南ｱﾘｿﾞﾅのGila,ｿﾙﾄ･ﾘﾊﾞｰ谷に,穴居と灌漑設備を特徴とするHohokam文化.ﾌｪﾆｯｸ
  ｽ近郊のｽﾈｰｸﾀｳﾝが有名
100年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･永元12年|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪恭王劉寿｣(~116年)
100年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永元12年|匈奴:檀､北匈奴の逢侯を破る
100年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･永元12年正月1日|許慎『説文解字』成る
101年3月18日-09:00|韓国|  ||新羅･婆娑23年8月|王都に城を築いて月城と名づけた
101年3月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ﾄﾗﾔﾇｽが第1次ﾀﾞｷｱ遠征(～102)
102年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･永元14年|<就任>後漢･任城国｢任城貞王劉安｣(~120年)
102年8月31日-09:00|韓国|  ||新羅･婆娑23年8月|首露王は音汁伐國を討伐,その国王は民ともに自らすすんで
  降服｡悉直国･押督国の二国の王も来て降伏
103年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･永元15年|<就任>後漢･常山国｢常山靖王劉章｣(~127年)
103年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･永元15年|<就任>後漢･東海国｢東海頃王劉粛｣(~延光4年(125年)7月死去)
103年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･永元15年|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪恭王劉寿｣(~120年)
104年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･永元16年|<就任>後漢･済南国｢済南孝王劉香｣(~125年)
104年2月14日-09:00|韓国|  ||新羅･婆娑25年正月|雨が降るように多くの流れ星が落ちてきたが､地上には達し
  なかった
104年8月8日-09:00|韓国|  ||新羅･婆娑25年7月|悉直が叛乱を起こしたので､出兵し討伐して平定
105年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ､ﾏﾇ法典､ﾊﾞｶﾞｳﾞｯﾄﾞ･ｷﾞｰﾀﾞｰが成立
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105年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ41世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ3世)｣ｱﾙﾒﾆｱ王ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ1世(~148年死去)
105年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･永元17年|<就任>後漢･趙国｢趙靖王劉宏｣(~01161028(元初3年)死去)
105年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･永元17年|西域が征服され､ﾎｰﾀﾝも独立を失った
105年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･永元17年|蔡倫が紙を和帝に献上する
105年2月2日-09:00|韓国|  ||百済･己婁王29年;新羅･婆娑26年1月|百済が使者を派遣し､和睦求めてきた
105年2月2日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･太祖53年;後漢･永元17年1月|高句麗王は兵を派遣して漢の遼東に侵
  入､六県を奪掠したが､遼東太守が兵を出してこれを拒み､高句麗軍は大敗
105年5月2日-08:00|中国|  ||後漢･元興1年4月|改元されて元興元年
105年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ﾄﾗﾔﾇｽが第2次ﾀﾞｷｱ遠征､ﾀﾞｷｱの首都ｻﾙﾐｾﾞｹﾞﾄｩｻﾞ攻め落とされ､ﾀﾞｷｱ王
  ﾃﾞｹﾞﾊﾞﾙｽは逃走の末､自殺
105年10月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第6代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ1世｣(~01150503)
105年10月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第5代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｧﾘｽﾄｩｽ｣
106年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､仏像の誕生
106年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||｢ﾐｰﾏｰﾝｻｰ･ｽｰﾄﾗ｣完成
106年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｱﾏｻﾞｽﾌﾟ1世｣ﾐﾄﾘﾀﾞﾃｽ1世の息子(~116年)
106年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||ﾛｰﾏ､ｱｶﾊﾞ湾付近の隊商都市ﾍﾟﾄﾗを併合
106年1月23日-08:00|中国/朝鮮|  ||後漢･元興1年12月|玄菟郡､渾河流域(遼寧省撫順)へ移される
106年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･元興1年12月22日|<死去>後漢第4代皇帝｢和帝劉肇｣
106年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･元興1年12月22日|<即位>後漢第5代皇帝｢殤帝劉隆｣(~延平元年8月6日(106
  年9月21日)死去)
106年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･延平1年|<就任>後漢･平原国｢平原懐王劉勝｣(~113年)
106年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾅﾊﾞﾃｱ王国がﾛｰﾏに併合される
106年9月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･婆娑27年8月|馬頭城主に命じて加耶を討伐させた
106年9月21日-08:00|中国|  ||後漢･延平1年8月6日|<死去>後漢第5代皇帝｢殤帝劉隆｣
106年9月21日-08:00|中国|  ||後漢･延平1年8月6日|<即位>後漢第6代皇帝｢安帝劉ｺ｣(~延光4年3月10日(125年4
  月30日)死去)
106年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾙｰﾏﾆｱ|  ||年末|ﾀﾞｷｱ抵抗運動も沈静化/ﾀﾞｷｱは､ｸﾗｳﾃﾞｨｳｽ帝以来の新領土､属州ﾀﾞｷｱとし
  て､ﾛｰﾏ化が進んだ
107年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永初1年|<就任>後漢･清河国｢清河愍王劉虎威｣(~109年)
107年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永初1年|西域都護が再び廃止され､漢と西域諸国の交流が断絶
107年2月10日-08:00|中国/日本|  ||後漢･永初1年|倭国王､帥升らを後漢に遣使｡生口160人を献ずる(｢後漢書｣
  東夷伝)
107年3月12日-08:00|中国|  ||後漢･永初1年2月|<就任>後漢･広川国｢広川王劉常保｣(~108年死去)
107年6月9日-08:00|中国|  ||後漢･永初1年5月|<就任>後漢･北海国｢北海頃王劉普｣(~123年)
108年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･永初2年|<死去>後漢･広川国｢広川王劉常保｣
108年7月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･己婁王32年7月|靺鞨が牛谷に侵入､略奪
109年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾟｺﾙｽ2世が死去した後､西部領土における彼の地位は兄弟のｵｽﾛｴｽ1世に引き継がれた
109年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永初3年|匈奴:南単于檀､漢に反乱を起こす
109年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ､ﾄﾗﾔﾇｽ水道の完成式が行われる
110年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢Pulumavi｣(~138年)
110年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｱｸｼﾀﾞﾚｽ｣ｵｽﾛｴｽ1世の甥(~113年)
110年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永初4年|<就任>後漢･清河国｢清河恭王劉延平｣(~144年)
110年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永初4年|<就任>後漢･沛国｢沛孝王劉広｣(~144年)
110年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永初4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢放前｣(~131年)
110年2月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永初4年|匈奴:南単于檀､常山･中山に侵入して撃退され､漢に降伏
111年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Vasabha｣
111年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Vankanasika Tissa｣Vasabhaの息子(~113年)
111年1月27日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･太祖59年;後漢･永初5年|高句麗は遣使を以て漢に方物を貢献
  し､玄菟に属することを求む
111年1月27日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･永初5年|扶余が楽浪郡楽浪郡に侵攻し､官吏や民を殺傷/後に再
  び漢に帰服
111年1月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永初5年|匈奴:逢侯､鮮卑に敗れる
112年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ﾄﾗﾔﾇｽがｷﾘｽﾄ教徒を迫害
112年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･永初6年|<就任>後漢･楽成国｢楽成隠王劉賓｣(~119年)
112年2月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永初6年|匈奴:逢侯､漢に降伏
112年11月7日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩1年10月|<死去>新羅王｢婆娑尼師今｣
112年11月7日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩1年10月|<即位>新羅王｢祇摩尼師今｣(~134年)
113年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Gajabahu1世｣Vankanasika Tissaの息子(~135年)
113年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Gajabahu2世｣Vikramabahu1世の息子(~1153年)
113年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｱｸｼﾀﾞﾚｽ｣
113年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾊﾟﾙｻﾏｼﾘｽ｣(~114年)
113年4月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･己婁王37年;新羅･祇摩2年3月|百済が使者を派遣して来訪した
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114年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾊﾟﾙｻﾏｼﾘｽ｣殺される/ﾛｰﾏ皇帝ﾄﾗﾔﾇｽがｱﾙﾒﾆｱをﾛｰﾏの
  属州とし､版図を拡大(~117年)
114年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元初1年|<就任>後漢･平原国｢平原哀王劉得｣(~119年)
114年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元初1年1月|元初と改元
115年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ38世(ﾊﾟｺﾙｽ2世)｣
115年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||大軍を進めﾊﾟﾙﾃｨｱの首都を陥落させた
115年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||第二次ﾕﾀﾞﾔ戦争(~117年)ﾕﾀﾞﾔ人の反ﾛｰﾏ抵抗運動
115年3月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･祇摩4年2月|加耶が南部の辺境に侵入してきた
115年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第7代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ1世｣(~01250403死去)
115年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第6代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ1世｣
115年8月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･祇摩4年7月|王自ら加耶を征伐/加耶人の伏兵があられて幾重にも囲ん
  だ/王は囲みを破って退却
115年12月3日 04:00|ﾄﾙｺ|  |||早朝,ﾄﾙｺのｱﾝﾀｷﾔ(ｱﾝﾃｨｵｹｲｱ)で地震(M7.4)死者26万人
116年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ42世(ﾊﾟﾙﾀﾏｽﾊﾟﾃｽ)｣(~117年廃位)
116年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<廃位>ｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王｢ﾒﾊﾗｽﾍﾟｽ｣ﾛｰﾏ帝国ﾄﾗﾔﾇｽ帝に敗れる
116年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾄﾗﾔﾇｽはﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱに進軍/ｵｽﾛｴｽ1世は敗退し首都ｸﾃｼﾌｫﾝがﾛｰﾏ軍に占領される/ﾊﾟﾙﾀﾏｽ
  ﾊﾟﾃｽがﾄﾗﾔﾇｽの手でﾊﾟﾙﾃｨｱ王とされた/全ﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱがﾛｰﾏ軍に占領された
116年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･元初3年|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪貞王劉尊｣(~133年)
116年8月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･祇摩5年8月|将軍を派遣して加耶を侵略/王は精鋭1万を従えてこれに
  つづくが伽揶は城にとじこもってしっかり守った/新羅軍は長い雨にあって還った
116年10月28日-08:00|中国|  ||後漢･元初3年9月5日|<死去>後漢･趙国｢趙靖王劉宏｣
117年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ1世｣ﾊﾟﾙﾃｨｱ王ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ3世(~144年)
117年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ2世｣ｱﾏｻﾞｽﾌﾟ1世の息子(~132年死去)
117年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ42世(ﾊﾟﾙﾀﾏｽﾊﾟﾃｽ)｣
117年-01:00|ﾘﾋﾞｱ|  |||北ｱﾌﾘｶのｷﾚﾅｲｶでﾕﾀﾞﾔ人が反乱,鎮圧
117年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄﾗﾔﾇｽ帝､ｱｯｼﾘｱを属州とする(ﾛｰﾏ帝国の版図､最大に達す)
117年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾟﾙﾀﾏｽﾊﾟﾃｽはﾛｰﾏ領に逃亡､ﾊﾟﾙﾃｨｱの国境地帯にあったﾛｰﾏの従属王国ｵｽﾛｴﾈの王位
  をﾛｰﾏによって保障/ｵｽﾛｴｽ1世は再びその地位を回復
117年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･元初4年|<就任>後漢･趙国｢趙恵王劉乾｣(~01640827(延熹7年)死去)
117年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･元初4年|後漢の張衡が渾天儀(天球儀)をつくる
117年8月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾄﾗﾔﾇｽ｣病死/63歳(誕生00530918)
117年8月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ｣(~138年7月10日自然死)/ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽはﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱなどを放棄
118年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･元初5年|<就任>後漢･陳国｢陳懐王劉竦｣(~01191025死去)
118年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･元初5年|<就任>後漢･彭城国｢彭城考王劉道｣(~145年死去)
118年7月6日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･太祖66年;後漢･元初5年6月|高句麗王は穢貊と漢の玄菟を襲撃
  し､華麗城を攻めた
119年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾅﾊﾊﾟﾅ｣(~124年)
119年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･元初6年|<就任>後漢･中山国｢中山孝王劉弘｣(~01400514(永和5年)死去)
119年10月25日-08:00|中国|  ||後漢･元初6年9月4日|<死去>後漢･陳国｢陳懐王劉竦｣
120年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞのｱｰﾝﾄﾞﾗ王国がﾃﾞｶﾝ一帯を支配
120年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第18代国王｢Ariobarzanes｣(~125年)
120年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･元初7年|<就任>後漢･楽成国｢臨湖侯劉萇｣(~建光元年(121年)4月臨湖侯に
  降格)
120年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･元初7年|<就任>後漢･平原国｢平原王劉翼｣(~121年)
120年3月17日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩9年2月|大きい星が月城の西の方に落ちた
120年5月15日-08:00|中国|  ||後漢･永寧1年4月|<就任>後漢･陳国｢陳頃王劉崇｣(~01240402死去)
120年5月15日-08:00|中国|  ||後漢･永寧1年4月|永寧と改元
121年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･永寧2年|<就任>後漢･済北国｢済北節王劉登｣(~135年)
121年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･永寧2年|<就任>後漢･任城国｢任城節王劉崇｣(~151年死去無子嗣､任城国を廃
  する)
121年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･永寧2年|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪貞王劉尊｣(~138年)
121年2月5日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･太祖69年;後漢･永寧2年春|幽州刺史馮煥､玄菟太守姚光､遼東太守蔡
  諷らが兵を率いて来襲｡穢貊の渠帥を撃殺/王は遂成を遣使として降服を詐称/遂成は玄菟･遼東の二郡を攻め､
  その城郭を焼き払い､二千余人を殺獲
121年5月5日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･太祖69年;後漢･永寧2年4月|高句麗王は鮮卑族の八千人と遼隊県に
  侵攻｡遼東太守蔡諷は兵を率いて追撃したが､新昌に於いて戦死｡功曹掾の龍端や兵馬掾の公孫らは身を以て蔡
  諷を護るが､ともに陳に於いて戦没
121年5月5日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･祇摩10年4月|倭人が東邊に侵入
121年5月5日-08:00|中国|  ||後漢･永寧2年4月|<廃位>後漢･楽成国｢臨湖侯劉萇｣臨湖侯に降格
121年8月1日-08:00|中国|  ||後漢･建光1年7月|建光元年と改元
121年10月19日-08:00|中国|  ||後漢･建光1年9月20日|許慎による中国最古の字典『説文解字』が後漢の安帝に
  献上
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121年12月27日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･太祖69年12月|高句麗王は馬韓･穢貊の一万余騎を率いて玄菟城に進ん
  で囲んだ｡扶餘王は子の尉仇台を遣わし､兵二万を率いさせて漢兵と合力して防戦｡高句麗軍は大敗
122年1月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･次大王2年;後漢･建光2年|高句麗･次大王は玄菟に詣でて生口(奴隷
  )を献上して降伏/再び漢に臣従
122年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･建光2年|<就任>後漢･楽安国｢樂安王劉鴻｣(~本初元年(146年)5月渤海王に
  改封)
122年2月24日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･次大王2年2月|王は馬韓､穢貊と遼東に侵攻｡扶余王は救援の兵を派遣し
  て､これを破る
122年4月24日-08:00|中国|  ||後漢･延光1年3月|延光元年と改元
123年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｺﾃｭｽ2世｣(~132年死去)
123年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･延光2年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵懐王劉恢｣(~132年)
123年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･延光3年|西域長史班勇(班超の子)が西域諸族を従えていた北匈奴の呼衍王
  を破り､西域との連絡を復活/善､高昌が漢に服属(｢ｾﾞﾝ｣は､善+おおざと)
123年4月14日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･祇摩12年3月|倭国と講和
124年2月3日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･延光3年|<死去>南匈奴単于｢萬氏尸逐侯ﾃｲ単于(檀)｣
124年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･延光3年|<就任>後漢･済陰国｢済陰王劉保｣(~125年(延光4年11月)漢皇帝即位
  )
124年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･延光3年|<就任>後漢･北海国｢北海恭王劉翼｣(~137年)
124年2月3日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･延光3年|<即位>南匈奴単于｢烏稽侯尸逐ﾃｲ単于｣湖邪尸逐侯ﾃｲ単于の
  子､萬氏尸逐侯ﾃｲ単于の弟(~128年死去)
124年4月2日-08:00|中国|  ||後漢･延光3年3月1日|<死去>後漢･陳国｢陳頃王劉崇｣
124年10月25日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩13年9月30日|庚申の日にあたる晦､日食があった
125年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻｰﾀｳﾞｧﾊｰﾅ朝がｼｬｶ族を破って西部ﾃﾞｶﾝの領域を回復
125年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ﾊﾟﾗﾀﾗｼﾞｬｽ)国王｢ﾖﾗﾐﾗ｣ﾊﾞｶﾞｳﾞｪﾗの子(~150年)
125年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第19代国王｢ｵﾛｴｽ｣(~130年)
125年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年|<就任>後漢･陳国｢陳孝王劉承｣
125年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年|<就任>後漢･梁国｢梁懐王劉匡｣(~135年)
125年2月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･延光4年|鮮卑､匈奴に侵入して漸将王を殺す
125年2月21日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩14年正月|靺鞨が大挙して北側国境に侵入して､官吏と民を殺して掠奪
  をした
125年4月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第7代ﾛｰﾏ教皇｢ｼｸｽﾄｩｽ1世｣
125年4月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第8代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃﾚｽﾌｫﾙｽ｣(~01360105死去)
125年4月30日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年3月10日|<死去>後漢第6代皇帝｢安帝劉ｺ｣
125年5月18日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年3月28日|<即位>後漢第7代皇帝｢少帝劉懿｣(~延光4年10月27日(125
  年12月10日)死去)
125年8月17日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩14年7月|靺鞨が大嶺柵を襲って､さらに泥河を越えた/百済に救援を要
  請し,百済は新羅を助けた/靺鞨の賊は退いた
125年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年7月|<死去>後漢･東海国｢東海頃王劉粛｣
125年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年7月|<就任>後漢･東海国｢東海孝王劉臻｣(~永壽元年(155年)2月死去
  )
125年12月10日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年10月27日|<死去>後漢第7代皇帝｢少帝劉懿｣病気にかかり
125年12月16日-08:00|中国|  ||後漢･延光4年11月4日|<退任>後漢･済陰国｢済陰王劉保｣⇒<即位>後漢第8代皇帝
  ｢順帝劉保｣(~建康元年8月6日(144年9月20日)死去)
126年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･延光5年|<死去>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ恵王(劉衍)｣
126年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･延光5年|<就任>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ貞王劉成｣(~127年)
126年3月12日-08:00|中国|  ||後漢･永建1年2月|隴西の鐘羌が叛いたため,護羌校尉の馬賢が討って之を破った
126年7月8日-08:00|中国|  ||後漢･延光5年6月|<就任>後漢･済南国｢済南釐王劉顕｣(~128年)
126年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶﾅのｷﾞﾍﾞﾘﾝ派(皇帝派)が､ﾌｨﾚﾝﾂｪのｸﾞｪﾙﾌ派(教皇派)を破る(ﾓﾝﾀﾍﾟﾙﾃｨの戦い)
126年9月5日-08:00|中国|  ||後漢･永建1年8月|鮮卑が代郡を寇し,代郡太守の李超が戦歿
126年11月3日-08:00|中国|  ||後漢･永建1年10月|鮮卑が辺を犯した
127年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｶﾆｼｶ1世｣(~151年)ﾍﾟｼｬﾜﾙを拠点に最盛期を築く
127年3月1日-08:00|中国|  ||後漢･永建2年2月|鮮卑が遼東､玄菟を寇した/護烏桓校尉の耿曄が南単于を率いて
  鮮卑を撃つと,之を破った
127年6月27日-08:00|中国|  ||後漢･永建2年6月|西域長史の班勇､敦煌太守の張朗が焉耆､尉ﾚｲ､危須三国を討っ
  て,之を破った
127年8月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･永建2年7月1日|朔に日食があった
128年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永建3年|<死去>南匈奴単于｢烏稽侯尸逐ﾃｲ単于｣
128年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永建3年|<就任>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ愍王劉意｣(~184年)
128年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･永建3年|<就任>後漢･常山国｢常山頃王劉儀｣(~144年)
128年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･延光3年|<即位>南匈奴単于｢去特若尸逐就単于(休利)｣湖邪尸逐侯ﾃｲ
  単于の子､烏稽侯尸逐ﾃｲ単于の弟(~140年自殺)
128年9月12日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩17年8月|長星(ほうき星)が天をよぎった
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128年10月12日-08:00|中国|  ||後漢･永建3年9月|鮮卑が漁陽を寇した
128年12月10日-09:00|韓国|  ||百済･己婁王53年11月|<死去>第3代百済王｢己婁王｣
128年12月10日-09:00|韓国|  ||百済･蓋婁王1年11月|<即位>百済王｢蓋婁王｣(~166年)
129年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永建4年|<就任>後漢･済南国｢済南悼王劉広｣(~153年死去)
129年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永建4年|是歳,会稽を分けて呉郡を為した
129年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永建4年|是歳,拘彌国が使いを遣わして貢獻
129年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･永建4年|ﾎｰﾀﾝ王Fangqianが于田王Xingを殺す/Fangqianは息子を于田王にす
  る
129年11月29日-08:00|中国|  ||後漢･永建4年11月|鮮卑が朔方を寇した
130年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ｼﾞｬﾔﾀﾞｰﾏﾝ｣ﾁｬｽﾀﾅの子⇒｢ﾙﾄﾞﾗﾀﾞｰﾏﾝ1世｣ｼﾞｬﾔﾀﾞｰﾏﾝの
  子(~150年頃)
130年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ40世(ｵｽﾛｴｽ1世)｣ﾐﾄﾗﾀﾞﾃｽ4世が勢力を継承
130年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ43世(ﾐﾄﾗﾀﾞﾃｽ4世)｣(~140年死去)
130年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第20代国王｢Unknown King1世｣(~140年)
130年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ帝､ｱﾃﾈ市を再興
131年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ﾏﾗｻｽ｣建国
131年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･永建6年|ﾎｰﾀﾝ王Fangqian､漢に朝貢
131年10月9日-08:00|中国|  ||後漢･永建6年9月|護烏桓校尉の耿曄が兵を遣わして鮮卑を撃ち,之を破った
132年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころｲﾝﾄﾞでﾁｬﾗｶの医書が成立
132年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ2世｣
132年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾗﾀﾞﾐｽﾄｩｽ｣ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ2世の息子(~135年)
132年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｺﾃｭｽ2世｣
132年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ﾛﾍｲﾒﾀﾙｹｽ｣(~153年死去)
132年1月6日-08:00|中国|  ||後漢･永建6年12月|日南が外葉調国､ﾀﾝ国が使いを遣わして貢獻してきたと徼して
  きた/于ﾃﾝ王が侍子を遣わして闕に詣でさせ貢獻
132年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･永建7年|<就任>後漢･河間国｢河間恵王劉政｣(~141年)
132年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･永建7年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢建｣(~151年)
132年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･永建7年|中国はｶｼｭｶﾞﾙ王に命じて､2万の兵でﾎｰﾀﾝを攻め数百の人を殺した/
  ｶｼｭｶﾞﾙ王は前王Xingの親族Chengguoを于田王にして帰還
132年3月5日-08:00|中国|  ||後漢･永建7年2月|海賊の曾旌等が会稽を寇し,句章､ｷﾞﾝ､ﾎﾞｳ三県の長を殺し会稽
  東部都尉を攻めた
132年4月4日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉1年3月|楊州六郡で妖賊の章河等が四十九県を寇し,長吏を殺傷
132年4月16日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉1年3月13日|陽嘉元年と改元
132年7月31日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉1年7月|後漢の張衡が候風の地動銅儀(地震計)をつくる
132年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||第三次ﾕﾀﾞﾔ戦争(~135年8月)ﾕﾀﾞﾔ人の反ﾛｰﾏ抵抗運動挫折
132年9月28日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉1年9月|鮮卑が遼東を寇した
133年1月1日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉1年12月8日|玄菟郡に屯田六(郡)[部]を復置
133年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年|<就任>後漢･東平国｢東平頃王劉端｣(~光和2年(179年)4月死去)
133年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵節王劉代｣(~145年)
133年2月22日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪字王劉据｣(~179年)
133年4月22日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年3月|使匈奴中郎将の王稠が左骨都侯等を率いて鮮卑を撃ち,之を破
  った
133年5月22日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年4月|隴西南部都尉官を復置
133年9月17日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉2年8月|鮮卑が代郡に寇した
134年5月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･陽嘉3年4月2日|車師後部司馬が後部王加特奴等を率いて匈奴を掩撃
  して,之を大いに破る
134年8月24日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉3年7月17日|鍾羌が隴西､漢陽を寇した
134年9月6日-09:00|韓国|  ||新羅･祇摩23年8月|<死去>新羅王｢祇摩尼師今｣
134年9月6日-09:00|韓国|  ||新羅･逸聖1年8月|<即位>新羅王｢逸聖尼師今｣(~154年)
134年11月5日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉3年10月|護羌校尉の馬続が鍾羌を撃破
134年12月18日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉3年11月15日|武都の塞上に屯している羌及び外羌が屯官を攻め破る
  と,人畜を驅略した
135年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahallaka Naga｣Gajabahu1世の義父(~141年)
135年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ3世｣ﾗﾀﾞﾐｽﾄｩｽの息子(~185年)
135年3月3日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉4年2月|謁者の馬賢が鍾羌を撃って,之を大いに破った
135年8月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ軍がﾕﾀﾞﾔ人蜂起を鎮圧し､ｴﾙｻﾚﾑから追放
135年9月25日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉4年閏8月1日|朔,日食が有った
135年11月23日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉4年10月|烏桓が雲中を寇した
135年12月23日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉4年11月|度遼将軍の耿曄が蘭池に於いて囲まれたため,諸郡の兵を徴
  発して之を救ったところ,烏桓は退走
136年1月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第8代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃﾚｽﾌｫﾙｽ｣
136年1月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第9代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋｷﾞﾇｽ｣(~01400111)
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136年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉5年|<就任>後漢･済北国｢済北哀王劉多｣(~138年)
136年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･陽嘉5年|<就任>後漢･梁国｢梁夷王劉成｣(~164年)
136年3月5日-08:00|中国|  ||後漢･永和1年正月15日|改元して永和元年とする
137年1月10日-08:00|中国|  ||後漢･永和1年12月|象林の蛮夷が叛いた
137年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･永和2年正月|武陵蛮が叛き,充県を圍み,又夷道を寇した
137年3月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･逸聖4年2月|靺鞨が国境の辺方･塞内に侵入して､長嶺の五柵を焼いた
137年3月10日-08:00|中国|  ||後漢･永和2年2月|広漢属国都尉が白馬羌を撃破/武陵太守の李進が叛いた蛮を撃
  ち,之を破った
137年6月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･永和2年5月|日南の象林のｸ･ﾘｴｿ(区憐)が漢に反乱
137年8月5日-08:00|中国|  ||後漢･永和2年7月|九真､交阯二郡の兵が反した
138年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢Vashishtiputra Satakarni｣(~145年)
138年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ﾊﾟｺﾙｽ｣(~161年)
138年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年|<就任>後漢･北海国｢北海康王｣
138年2月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･逸聖5年2月|金城に政事堂を設置
138年4月27日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年4月|九江の賊である蔡伯流が郡界,及び広陵を寇すと,江都の長を
  殺した
138年5月27日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年閏4月|九江の賊である蔡伯流等が徐州刺史応志に降った
138年6月25日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年5月|呉郡の丞である羊珍が反して,郡府を攻めた,太守の王衡が破
  って之を斬った
138年7月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ｣/62歳(誕生00760124)
138年7月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾝﾄﾆﾇｽ･ﾋﾟｳｽ｣(~161年3月7日自然死)
138年7月25日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年6月|九真太守の祝良､交阯刺史の張喬が日南の叛うた蛮を慰誘して
  ,之を降したため,嶺外は平げられた
138年11月20日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年10月|焼当羌が金城を寇したため,護羌校尉の馬賢が之を撃破した
  が,羌は遂に相招きあうと而して叛いた
139年1月18日-08:00|中国|  ||後漢･永和3年12月1日|朔,日食が有った
139年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･永和4年|<就任>後漢･済北国｢済北釐王劉安国｣(~145年死去)
139年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･永和4年|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪安王劉拠｣(~185年)
139年5月23日-08:00|中国|  ||後漢･永和4年4月8日|護羌校尉の馬賢が焼当羌を討って,之を大いに破った
139年9月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･逸聖6年8月|靺鞨が長嶺を襲って､その地の民を連行していった
139年11月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･逸聖6年10月|靺鞨がまた来たが､激しい雪のため退却
140年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ43世(ﾐﾄﾗﾀﾞﾃｽ4世)｣ﾛｰﾏ領ｺﾏﾝｹﾞﾈを攻撃した際に戦没/ﾊﾟﾙﾃｨｱの大
  部分がｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ3世の支配下に入った
140年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ44世｣(~同年死去)
140年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第21代国王｢Orodes4世｣｢Ulpan｣(~160年)
140年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾌﾟﾄﾚﾏｲｵｽが天動説を完成
140年1月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第10代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ1世｣(~01550711死去)
140年1月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第9代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋｷﾞﾇｽ｣
140年2月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永和5年|<死去>南匈奴単于｢去特若尸逐就単于(休利)｣自殺
140年5月5日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永和5年4月|南匈奴左部で句龍の大人吾斯､車紐等が叛く
140年5月14日-08:00|中国|  ||後漢･永和5年4月10日|<死去>後漢･中山国｢中山孝王劉弘｣
140年6月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和5年5月|且凍羌が三輔を寇し,令長(県令や県長)を殺した
140年6月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和5年5月|度遼将軍の馬続が吾斯､車紐を討って,之を破り,使匈奴
  中郎将の陳亀が南単于に迫って殺した
140年7月2日-08:00|中国|  ||後漢･永和5年5月30日|晦,日食が有った
140年9月29日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永和5年9月|<即位>南匈奴単于｢車紐単于(車紐)｣(~140年11月漢に降
  伏)
140年9月29日-08:00|中国|  ||後漢･永和5年9月|且凍羌が武都を寇する
140年9月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和5年9月|句龍の吾斯等が東に烏桓を引きつれ,西に羌胡を収めて
  ,上郡を寇し,車紐を立てて単于と為した
140年11月27日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永和5年11月|<退位>南匈奴単于｢車紐単于(車紐)｣漢に降伏
140年12月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和5年11月25日|使匈奴中郎将の張耽を遣わして句龍の吾斯等之
  を撃破したところ,車紐が降った
141年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Bhatika Tissa｣Mahallaka Nagaの息子(~165年)
141年1月25日-08:00|中国|  ||後漢･永和6年|<就任>後漢･中山国｢中山穆王劉暢｣(~174年(熹平3年)死去)
141年2月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和6年正月21日|征西将軍の馬賢と且凍羌が射姑山にて戦ったとこ
  ろ,馬賢は軍が敗れて沒し,安定太守の郭?が獄に下されて死んだ
141年2月24日-08:00|中国|  ||後漢･永和6年閏1月|鞏唐羌が隴西を寇し,遂に三輔に及んだ
141年4月24日-08:00|中国|  ||後漢･永和6年3月|武威太守の趙沖が鞏唐羌を討って,之を破った
141年6月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･永和6年5月|使匈奴中郎将の張耽が烏桓､羌胡を天山に於いて大いに
  破った
141年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･永和6年5月|鞏唐羌が北地を寇した
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141年10月18日-08:00|中国|  ||後漢･永和6年9月|諸種の羌が武威を寇した
141年11月16日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･逸聖8年;後漢･永和6年9月30日|晦,日食が有った
142年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･漢安1年|<就任>後漢･河間国｢河間貞王劉建｣(~151年)
142年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･漢安1年|<就任>後漢･斉国｢斉頃王劉喜｣(~本初元年(146年)7月死去)
142年2月13日-08:00|中国|  ||後漢･漢安1年|是歳,広陵の賊である張嬰等が太守の張綱に詣でて降った
142年2月26日-08:00|中国|  ||後漢･漢安1年正月14日|漢安元年と改元
142年9月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･漢安1年8月|南匈奴左部の大人である句龍吾斯がｲｸｹﾝ台耆等と反叛
142年10月21日-08:00|中国|  ||後漢･漢安1年9月14日|広陵の盜賊である張嬰等が郡県を寇した
143年2月3日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･漢安2年|<即位>南匈奴単于｢呼蘭若尸逐就単于(兜楼儲)｣(~147年死去
  )
143年2月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･漢安2年|匈奴:兜楼儲､洛陽で単于に立てられ南庭に送られる
143年3月16日-08:00|中国|  ||後漢･漢安2年2月13日|ｾﾞﾝ善国が使いを遣わして貢獻してきた
143年5月9日-08:00|中国|  ||後漢･漢安2年4月8日|護羌校尉の趙沖は漢陽太守の張貢と焼当何羌を撃ち破った
143年11月25日-08:00|中国|  ||後漢･漢安2年閏10月|趙沖が焼当羌を河阿陽に於いて撃ち破った
144年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｿﾊｴﾑｽ｣(~161年)
144年1月23日-08:00|中国|  ||後漢･漢安2年12月|楊､徐の盜賊が城寺を攻め焼き,吏民を殺略
144年2月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･建康1年|漢と和睦､林邑(ﾗﾑｱｯﾌﾟ=ﾁｬﾝﾊﾟ)国を樹立/ﾁｬﾑ王国の始まり
144年4月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･漢安3年3月|領護羌校尉のｷｮが叛いた羌を追討して破った/南郡､江
  夏の盜賊が城邑を寇掠したため,州郡が之を討ち平らげた
144年5月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建康1年4月|使匈奴中郎将の馬寔が南匈奴左部を撃って,之を破ると
  ,是に於いて胡羌､烏桓は悉く馬寔に詣でて降った
144年6月3日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年4月15日|漢安3年を建康元年と改元
144年9月15日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年8月|楊､徐の盜賊である范容､周生等が城邑を寇掠したため,御史中
  丞の馮赦を遣わして州郡の兵を督させて之を討たせた
144年9月20日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年8月6日|<死去>後漢第8代皇帝｢順帝劉保｣
144年9月20日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年8月6日|<即位>後漢第9代皇帝｢沖帝劉炳｣(~永憙元年1月6日(145年2
  月15日)死去)
144年10月15日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年9月|楊州刺史の尹耀､九江太守の鄧顯が賊の范容等を歴陽に於い
  て討ったが,軍は敗れ,尹耀､鄧顯は賊の為に歿する所となった
144年11月13日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年10月|日南の蛮夷が城邑を攻め焼いたが,交阯刺史の夏方が招き誘
  うと之に降った
144年12月13日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年11月|九江の盜賊である徐鳳､馬勉等が｢無上将軍｣を称すると,城
  邑を攻め焼いた
145年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢Shiva Shri Pulumavi｣｢Shiva Skanda Satakarni｣(~152年)
145年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ43世(ﾐﾄﾗﾀﾞﾃｽ4世)｣
145年1月11日-08:00|中国|  ||後漢･建康1年12月|九江の賊である黄虎等が合肥を攻めた
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<死去>後漢･済北国｢済北釐王劉安国｣
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<死去>後漢･彭城国｢彭城考王劉道｣
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<就任>後漢･済北国｢済北孝王劉次｣(~01620501(延熹5年3月)死去)
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<就任>後漢･常山国｢常山節王劉豹｣(~152年)
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<就任>後漢･清河国｢清河王劉蒜｣(~147年自殺､清河国を廃する)
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<就任>後漢･彭城国｢彭城頃王劉定｣(~01490511死去)
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年|<就任>後漢･沛国｢沛幽王劉栄｣(~164年)
145年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年正月|広陵の賊である張嬰等が復た反し,堂邑､江都の長を攻め殺し
  た/九江の賊である徐鳳等が曲陽､東城の長を攻め殺した
145年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年正月6日|<死去>後漢第9代皇帝｢沖帝劉炳｣玉堂前殿にて/3歳
145年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年正月25日|<即位>後漢第10代皇帝｢質帝劉ｻﾝ｣(~本初元年閏6月1日(14
  6年7月26日)死去)8歳の幼帝であるため､引き続き梁太后が朝に臨む
145年3月11日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年2月|叛いた羌が左馮翊の梁並に詣でて降った
145年4月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年3月|九江の賊である馬勉が｢黄帝｣を称した/九江都尉の滕撫が馬勉
  ､范容､周生を撃つと大いに破って之を斬った
145年5月10日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年4月|丹陽の賊の陸宮等が城を囲むと,亭寺を焼いたため,丹陽太守
  の江漢が之を撃破
145年6月8日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年5月|是月,下ﾋの人である謝安が応募して徐鳳等を撃つと,之を斬っ
  た
145年7月8日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年6月|鮮卑が代郡を寇した
145年8月6日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年7月|廬江の盜賊が尋陽を攻め,又ｸ台を攻めたため,滕撫は司馬の王
  章を遣わして之を撃破
145年12月2日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年11月|歴陽の賊の華孟が｢黒帝｣を自称し,九江太守の楊岑を攻め殺
  した,滕撫は諸将を率いて華孟等を撃つと,大いに破って之を斬った
145年12月20日-08:00|中国|  ||後漢･永嘉1年11月19日|中郎将の滕撫が広陵の賊である張嬰を撃って,之を破っ
  た
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146年5月28日-08:00|中国|  ||後漢･本初1年5月|<改封>後漢･楽安国｢樂安王劉鴻｣⇒勃海国｢勃海孝王劉鴻｣(~建
  和元年(147年)7月死去)
146年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･本初1年閏6月1日|<死去>後漢第10代皇帝｢質帝劉ｻﾝ｣梁冀により毒殺された
  /9歳
146年8月1日-08:00|中国|  ||後漢･本初1年閏6月7日|<即位>後漢第11代皇帝｢桓帝劉志｣/15歳(~永康元年12月28
  日(168年1月25日)死去)
146年8月25日-08:00|中国|  ||後漢･本初1年7月|<死去>後漢･斉国｢斉頃王劉喜｣
146年8月25日-08:00|中国|  ||後漢･本初1年7月|<就任>後漢･斉国｢斉王劉承｣
146年9月24日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･次大王26年;後漢･本初1年8月|高句麗･次大王は兵を派遣して漢の
  遼東郡西安平県を襲撃し､帯方郡令を殺し､楽浪太守の妻子を掠奪
146年11月22日-09:00|韓国|  ||新羅･逸聖13年10月|押督が反乱を起こしたので､出兵をして討伐して平定した
147年1月20日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･太祖94年12月|<退位>高句麗王｢太祖大王｣
147年1月20日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･次大王1年12月|<即位>高句麗王｢次大王｣(~次大王20年(165年)10月,殺害
  される)
147年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年|<死去>後漢･清河国｢清河王劉蒜｣自殺､清河国を廃する
147年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建和1年|<死去>南匈奴単于｢呼蘭若尸逐就単于(兜楼儲)｣
147年2月18日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建和1年|<即位>南匈奴単于｢伊陵尸逐就単于(居車児)｣(~172年死去)
147年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･建和1年|匈奴:兜楼儲死す/居車兒が単于となる
147年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年正月1日|朔,日食が有った
147年5月18日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年4月|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵恭王劉便親｣(~159年)
147年8月14日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年7月|<死去>後漢･勃海国｢勃海孝王劉鴻｣
147年8月14日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年7月|<就任>後漢･勃海国｢勃海王劉ｶｲ｣(~165年ｴｲ陶王に降封)
147年12月11日-08:00|中国|  ||後漢･建和1年11月|清河の劉文が反し,国相の射暠を殺害して,清河王劉蒜を立
  てて天子と為そうと欲した;事が発覚して誅に伏した/陳留の盜賊である李堅が皇帝を自称し,誅に伏した
148年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ41世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ3世)｣ｱﾙﾒﾆｱ王ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ1世
148年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ45世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ4世)｣(~191年死去)
148年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建和2年|<就任>後漢･甘陵国｢甘陵威王劉理｣(~172年)
148年2月8日-08:00|中国|  ||後漢･建和2年|<就任>後漢･平原国｢平原王劉碩｣
148年4月7日-08:00|中国|  ||後漢･建和2年3月|白馬羌が広漢属国を寇して,長吏を殺害したため,益州刺史が板
  楯蛮を率いて之を討ち破った
148年10月30日-08:00|中国|  ||後漢･建和2年10月|長平の陳景が｢黄帝子｣を自号し,官属を署置,また南頓の管
  伯が亦た｢真人｣を称し,並んで挙兵/悉く誅される
149年5月11日-08:00|中国|  ||後漢･建和3年閏3月16日|<死去>後漢･彭城国｢彭城頃王劉定｣
149年5月11日-08:00|中国|  ||後漢･建和3年閏3月16日|<就任>後漢･彭城国｢彭城孝王劉和｣(~213年死去)
149年6月23日-08:00|中国|  ||後漢･建和3年4月30日|晦,日食が有った
149年9月20日-09:00|韓国|  ||新羅･逸聖16年8月|ほうき星が天市の星座に現われた
150年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼｬｶ(ｻｶ)族の王ﾙﾄﾞﾗﾀﾞｰﾏﾝ､ｲﾝﾄﾞ西部および中部を統治
150年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ﾊﾟﾗﾀﾗｼﾞｬｽ)国王｢ｱﾙｼﾞｭﾅ｣ﾖﾗﾐﾗの子(~160年)
150年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｷﾞﾘｼｬの数学者､物理学者ﾍﾛﾝ/88歳(誕生62年頃)ﾍﾛﾝの公式
150年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾌﾟﾄﾚﾏｲｵｽの｢地理書｣がこのころ刊
150年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･和平1年正月1日|改元して和平とした
150年3月16日-08:00|中国|  ||後漢･和平1年2月|扶風の妖賊裴優が皇帝を自称したため,誅に伏した
151年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｶﾆｼｶ1世｣
151年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ﾌｳﾞｨｼｶ｣(~190年)
151年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉1年|<死去>後漢･任城国｢任城節王劉崇｣無子嗣､任城国を廃する
151年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉1年正月|京師に疾疫あり
151年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉1年正月16日|元嘉元年と改元
152年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｰﾀｳﾞｧｰﾊﾅ朝国王｢ﾅｼﾞｬﾅｼｭﾘｰ･ｼｬｰﾀｶﾙﾆ｣(~181年)
152年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉2年|<就任>後漢･安平国｢安平王劉続｣(~184年)
152年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉2年|<就任>後漢･河間国｢河間安王劉利｣(~179年)
152年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉2年正月|<死去>ﾎｰﾀﾝ王｢建｣家臣数十人を従えて王敬を訪ねた時に成国
  の部下に切り殺された
152年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉2年正月|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢安国｣建の子(~175年)
153年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ﾛﾍｲﾒﾀﾙｹｽ｣
153年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ﾕﾘｳｽ･ｴｳﾊﾟﾄﾙ｣(~174年死去)
153年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉3年|<死去>後漢･済南国｢済南悼王劉広｣
153年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･元嘉3年|<就任>後漢･常山国｢常山王劉暠｣(~184年国を捨て逃亡)
153年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･永興1年|是歳,武陵太守応奉が叛いた蛮を招誘して,之を降した
153年7月1日-08:00|中国|  ||後漢･永興1年5月22日|元嘉3年を永興元年と改元
154年3月2日-09:00|韓国|  ||新羅･逸聖21年2月|<死去>新羅王｢逸聖尼師今立王｣
154年3月2日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅1年2月|<即位>新羅王｢阿達羅尼師今｣(~184年)
154年9月25日-08:00|中国|  ||後漢･永興2年9月1日|朔,日食が有った
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154年10月25日-08:00|中国|  ||後漢･永興2年閏9月|蜀郡の李伯が宗室を詐称し,当に立って｢太初皇帝｣と為し
  たため,誅に伏した
154年12月23日-08:00|中国|  ||後漢･永興2年11月|泰山､琅邪の賊である公孫挙等が反叛し,長吏を殺した
155年2月20日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永壽1年|<即位>檀石槐鮮卑大人｢檀石槐｣(~181年死去)
155年3月5日-08:00|中国|  ||後漢･永壽1年正月14日|永寿と改元
155年3月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･蓋婁王28年正月29日|丙申晦､日食
155年3月21日-08:00|中国|  ||後漢･永壽1年2月|<死去>後漢･東海国｢東海孝王劉臻｣
155年7月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第10代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ1世｣
155年7月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第11代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾆｹﾄｩｽ｣(~01660420)
155年8月16日-08:00|中国|  ||後漢･永壽1年7月|初めて泰山､琅邪に都尉官を置いた
155年8月16日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･永壽1年秋|南匈奴の左台耆･且渠伯徳らがそむき張奐がこれをしず
  める
156年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･永壽2年|<就任>後漢･東海国｢東海懿王劉祗｣(~建安5年(200年)10月死去)
156年4月8日-08:00|中国|  ||後漢･永壽2年3月|蜀郡属国夷が叛いた
156年5月8日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅3年4月|鶏立嶺の道が開通
156年8月4日-08:00|中国|  ||後漢･永壽2年7月|鮮卑の壇石塊が雲中に侵攻､李膺を度遼将軍に任じて鎮めさせ
  る/公孫挙･東郭竇らが青･徐の三州に侵攻していたのを､段が打ち破る
156年11月30日-08:00|中国|  ||後漢･永壽2年11月|太官右監丞官を置いた
157年2月27日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅4年2月|始めて甘勿･馬山と二つの県を設置
157年4月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･永壽3年4月|九真郡の住民の朱達らが､異民族とともに反乱をおこし
  ､九真郡の役所を攻め太守の児式が戦死/魏朗がこれを破る
157年7月24日-08:00|中国|  ||後漢･永壽3年閏5月30日|晦,日食が有った
157年12月19日-08:00|中国|  ||後漢･永壽3年11月|長沙で蛮が叛き,益陽を寇した
158年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||北匈奴がｲﾘ地方の地を棄て､西方のｶｻﾞﾌｽﾀﾝへ移動｡初めてﾖｰﾛｯﾊﾟにﾌﾝ族として知ら
  れる
158年4月16日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅5年3月|竹嶺への道が開通
158年7月13日-08:00|中国|  ||後漢･永壽4年5月29日|晦,日食が有った
158年7月17日-08:00|中国|  ||後漢･延熹1年6月4日|延熹と改元
158年7月25日-08:00|中国|  ||後漢･延熹1年6月12日|中山を分けて博陵郡を置き,以って孝崇皇園陵を奉った
159年1月7日-08:00|中国|  ||後漢･延熹1年12月|南匈奴の諸部がそろって反乱をおこし､烏丸･鮮卑とともに縁
  辺の諸郡に侵入/張奐がこれを破る
159年3月7日-08:00|中国|  ||後漢･延熹2年2月|鮮卑が鴈門を寇した/蜀郡の夷が蠶陵を寇し,県令を殺害した
159年7月3日-08:00|中国|  ||後漢･延熹2年6月|鮮卑が遼東を寇した
159年9月9日-08:00|中国|  ||後漢･延熹2年8月10日|桓帝､宦官とｸｰﾃﾞﾀｰを起こし､梁冀一族を滅ぼす/以降宦官
  の権力が増大
159年12月28日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  ||後漢･延熹2年12月|天竺国が来献してきた
159年12月28日-08:00|中国|  ||後漢･延熹2年12月|羌族が隴西の金城塞に攻撃を加える/段がこれを打ち破る
160年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ﾊﾟﾗﾀﾗｼﾞｬｽ)国王｢ﾌｳﾞｧﾗﾐﾗ｣ﾖﾗﾐﾗの子(~175年)
160年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第22代国王｢Abarbasi｣(~170年)
160年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵孝王劉統｣(~167年)
160年2月25日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年閏1月|西羌が焼何の有力者とともに張掖に侵攻､段がこれを破る
160年8月20日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年7月|長沙蛮が郡界を寇した
160年10月18日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年9月|泰山､琅邪の賊の労丙等が復た叛き,百姓を寇掠したため,御
  史中丞趙某を遣わして持節させ州郡を督させて之を討った
160年12月16日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年11月|日南の蛮賊郡に詣で降ってきた/勒姐羌が允街を圍んだため
  ,段ｹｲが之を撃破/泰山の賊の叔孫無忌が都尉の侯章を攻殺
161年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾊﾞｸﾙ｣(~164年)
161年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｿﾊｴﾑｽ｣(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ4世はｱﾙﾒﾆｱとｼﾘｱを攻撃し､初戦
  でﾛｰﾏ軍を破ってｼﾘｱを占領,ｿﾊｴﾑｽを追放)
161年1月15日-08:00|中国|  ||後漢･延熹3年12月|中郎将宗資を遣わして叔孫無忌を討ち破った/武陵蛮が江陵
  を寇したため,車騎将軍の馮ｺﾝが討ち皆降り散じた/荊州刺史の度尚が長沙蛮を討ち,之を平らげた
161年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>第15代ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾆﾇｽ･ﾋﾟｳｽ｣ﾛﾘｳﾑで病死/74歳(誕生00860919)
161年3月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>第16代ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾏﾙｸｽ･ｱｳﾚﾘｳｽ･ｱﾝﾄﾆﾇｽ｣(~01800317自然死)､｢ﾙｷｳｽ･ｳｪﾙｽ
  ｣(~169.3頃死去)
161年5月13日-08:00|中国|  ||後漢･延熹4年4月|<就任>後漢･任城国｢任城王劉博｣(~174年死去無子嗣､任城国を
  廃する)
161年7月11日-08:00|中国|  ||後漢･延熹4年6月|ｹﾝ為属国の夷が百姓を寇鈔したため,益州刺史の山昱が之を撃
  破した/零吾羌が先零や諸種と並んで叛き,三輔を寇した
161年11月6日-08:00|中国|  ||後漢･延熹4年10月|先零と沈ﾃｲ羌が諸種の羌と与して并涼二州を寇した
161年11月6日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  ||後漢･延熹4年10月|天竺国から使者あり
161年12月5日-08:00|中国|  ||後漢･延熹4年11月|中郎将皇甫規が先零と沈ﾃｲ羌を撃破
162年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶｼｳｽは､ﾊﾟﾙﾃｨｱの首都ｸﾃｼﾌｫﾝを攻め落としてﾊﾟﾙﾃｨｱ王宮を破壊
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162年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ﾙｷｳｽ･ｳｪﾙｽ帝は東方に幕僚と共に赴き､ｱﾙﾒﾆｱに侵攻し首都ｱﾙﾀｸｻﾀを占拠
162年1月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||後漢･延熹4年12月|夫余王から使者あり
162年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年正月|太官右監丞を省いた
162年4月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年3月|<死去>後漢･済北国｢済北孝王劉次｣
162年4月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年3月|<就任>後漢･済北国｢劉鸞｣
162年4月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年3月|沈ﾃｲ羌が張掖､酒泉を寇した
162年5月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年4月|長沙で賊が起ち,桂陽､蒼梧を寇した
162年6月1日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年5月|長沙､零陵に賊が起ち,桂陽､蒼梧､南海､交阯を攻めたため,御史
  中丞盛脩を遣わして州郡を督し之を討たせたが,克たなかった
162年7月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年7月|鳥吾羌が漢陽､隴西､金城を寇したが,諸郡兵が之を討ち破った
162年8月28日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年8月|艾県の不服従民が長沙に侵攻/零陵･武陵の異民族が反乱
162年10月25日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年9月29日|琅邪都尉官を罷めた
162年10月26日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年10月|武陵蛮が叛き,江陵を寇した
162年12月24日-08:00|中国|  ||後漢･延熹5年11月|車騎将軍馮ｺﾝは叛いた蛮を武陵に於いて大破した/ﾃﾝ那羌が
  武威､張掖､酒泉を寇した
163年6月19日-08:00|中国|  ||後漢･延熹6年5月|鮮卑が遼東属国を寇した
163年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･延熹6年7月|桂陽の盜賊である李研等が郡界を寇した
163年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･延熹6年7月|武陵蛮が復た叛いた,太守の陳奉がこれと戦い,大いに破って
  之を降した/隴西太守の孫羌がﾃﾝ那羌を討ち,之を破った
163年12月14日-08:00|中国|  ||後漢･延熹6年11月|南海賊が郡界を寇した
164年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ﾊﾞｸﾙ｣ﾛｰﾏ軍がｱﾙﾒﾆｱを占領
164年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<復位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｿﾊｴﾑｽ｣(2期目~186年)
164年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･延熹7年|<死去>後漢･趙国｢趙恵王劉乾｣
164年4月1日-08:00|中国|  ||後漢･延熹7年2月22日|ｺに隕石があった
164年8月6日-08:00|中国|  ||後漢･延熹7年7月|荊州刺史度尚が零陵､桂陽の盜賊及び蛮夷を討ち,大いに破り之
  を平らげた
164年11月2日-08:00|中国|  ||後漢･延熹7年10月|護羌校尉段ｹｲが当煎羌を撃ち,之を破った
165年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kanittha Tissa｣Bhatika Tissaの弟(~193年)
165年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾛｰﾏ軍は更にﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱ方面への侵攻を行い首都ｸﾃｼﾌｫﾝがﾛｰﾏ軍によって占領された/ﾛ
  ｰﾏ軍の内部で天然痘が発生し撤退
165年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年|<降格>後漢･勃海国｢勃海王劉ｶｲ｣⇒ｴｲ陶王
165年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年|<就任>後漢･梁国｢梁敬王劉元｣(~180年)
165年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年|<就任>後漢･沛国｢沛考王劉琮｣⇒｢沛恭王劉曜｣⇒｢沛王劉契｣(~220
  年崇德侯に降格)
165年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年|<就任>後漢･趙国｢趙懐王劉豫｣(~184年黄巾の乱で殺される)
165年1月30日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年正月|勃海王の劉ｶｲが謀反し,降ってｴｲ陶王と為った
165年2月28日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年正月30日|晦,日食が有った
165年3月1日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年2月|護羌校尉段ｹｲが罕姐羌を撃ち,之を破った
165年3月30日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･次大王20年3月|<死去>先代高句麗王｢太祖大王｣119歳で殺害される
165年6月27日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年6月|荊州の兵朱蓋らが反乱をおこし､桂陽の胡蘭らとともに桂陽･
  零陵の役所を攻撃/陳球･度尚らがこれを破る
165年6月27日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年6月|段ｹｲが当煎羌を湟中に於いて撃ち,之を大いに破った
165年9月28日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年8月6日|初めて郡国に令して田を有する者に畝斂税銭(畝ごとに税
  を課して銭を収斂した)
165年11月21日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･次大王45年10月|<死去>高句麗王｢次大王｣椽那部の皀衣である明臨荅夫
  に殺害される
165年11月21日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･新大王1年10月|<即位>高句麗王｢新大王｣(~179.12死去)
165年11月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･阿逹羅12年10月|阿の吉宣が反逆を謀ったが､発覚して誅殺を恐れて
  ､百済に逃げた/王は怒って兵を出したが､百済は城の守備を固め新羅軍は食糧が尽きて帰国
165年11月21日-08:00|中国|  ||後漢･延熹8年10月|勃海の妖賊である蓋登等が｢太上皇帝｣を称し,玉印､珪､璧､
  鉄券を有して,相署置したが,皆誅に伏した
166年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころｶｳﾃｨﾘﾔ｢実利論｣成る
166年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾒﾃﾞｨｱ近辺まで再びﾛｰﾏ軍が侵攻し､ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ4世はﾒｿﾎﾟﾀﾐｱ西部を割譲して講和
166年2月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･阿逹羅13年1月1日|辛亥の日､日食があった
166年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･延熹9年正月1日|朔,日食が有った
166年3月19日-09:00|韓国|  ||百済･蓋婁王39年2月|<死去>第4代百済王｢蓋婁王｣
166年3月19日-09:00|韓国|  ||百済･肖古王1年2月|<即位>百済王｢肖古王｣(~214年)
166年4月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第12代ﾛｰﾏ教皇｢ｿﾃﾙ｣(~01740422死去)
166年4月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第11代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾆｹﾄｩｽ｣
166年7月16日-08:00|中国|  ||後漢･延熹9年6月|南匈奴及び烏桓､鮮卑が縁辺にある九郡を寇した
166年8月14日-08:00|中国|  ||後漢･延熹9年7月|沈ﾃｲ羌が武威､張掖を寇した/使匈奴中郎将張奐を遣わして南
  匈奴､烏桓､鮮卑を撃たせた
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166年10月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  ||旧暦9/1|ﾛｰﾏ皇帝ﾙｷｳｽ･ｳｪﾙｽがﾊﾟﾙﾃｨｱ戦争に勝利して凱旋
166年10月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ/中国|  ||後漢･延熹9年9月|大秦(ﾛｰﾏ)王安敦の使者が来朝する
167年1月9日-08:00|中国|  ||後漢･延熹9年12月|第1次党錮の禁が起こる/宦官と対立していた李膺(りよう)が
  投獄される
167年1月9日-08:00|中国|  ||後漢･延熹9年12月|南匈奴､烏桓が張奐を詣で降ってきた
167年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･延熹10年|是歳,博陵､河間二郡を復し,豊､沛と比した
167年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･延熹10年正月|先零羌が三輔を寇したが,中郎将張奐が之を破って平げた/当
  煎羌が武威を寇したが,護羌校尉の段ｹｲが鸞鳥にて追撃して,之を大いに破った/西羌は悉く平らげられた
167年2月7日-08:00|中国/朝鮮|  ||後漢･延熹10年正月|夫余王が玄菟を侵犯し､太守公孫域が戦ってこれを破る
167年5月7日-08:00|中国|  ||後漢･延熹10年4月|先零羌が三輔を寇した
167年6月5日-08:00|中国|  ||後漢･延熹10年5月|廬江に賊が起ち,郡界を寇した
167年7月4日-08:00|中国|  ||後漢･延熹10年5月30日|晦,日食が有った
167年7月12日-08:00|中国|  ||後漢･永康1年6月8日|永康に改元/党人らを釈放してそれぞれの故郷で終身禁固(
  党錮の禁)とする
167年8月4日-09:00|韓国|  ||百済･肖古王2年;新羅･阿逹羅14年7月|百済の肖古王が密かに兵を出して新羅の西
  境の2つの城を攻め落として男女1000名を捕獲
167年9月2日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅14年;百済･肖古王2年8月|新羅王が一吉の興宣に命じて､百濟を討伐/
  百済は捕えて連行していった男女たちを返して､和睦を請うた
167年10月31日-08:00|中国|  ||後漢･永康1年10月|先零羌が三輔を寇した,使匈奴中郎将張奐が之を撃破
167年12月29日-08:00|中国|  ||後漢･永康1年12月|<再任>後漢･勃海国｢勃海王劉ｶｲ｣(~172年(熹平元年10月)罪
  を問われ自殺)
168年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ軍が北ｲﾀﾘｱでﾏﾙｺﾏﾝﾆ族撃退戦
168年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ皇帝ﾏﾙｸｽ･ｱｳﾚﾘｳｽが｢自省録｣著す
168年1月25日-08:00|中国|  ||後漢･永康1年12月28日|<死去>後漢第11代皇帝｢桓帝劉志｣/36歳(誕生135年)
168年1月28日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年|<就任>後漢･阜陵国｢阜陵王劉赦｣(~206年)
168年1月28日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･建寧1年;高句麗･新大王4年|漢の玄菟郡太守耿臨が来襲し､高句
  麗軍の数百人を殺す/高句麗王は降伏
168年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年正月21日|<即位>後漢第12代皇帝｢霊帝劉宏｣(~中平6年4月11日(018
  90513)死去)建寧と改元/12歳の幼帝であるため竇太后がなお朝政を執る
168年2月26日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年2月|護羌校尉段ｹｲは逢義山に先零羌を大破した
168年6月23日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年5月1日|朔,日食があった
168年8月21日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年7月|破羌将軍段ｹｲが再び先零羌を涇陽で破った
168年10月19日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年9月|竇武と陳蕃らが兵を率いて宦官一掃を謀るが失敗｡宦官と曹
  節らがｸｰﾃﾞﾀｰを起こし､竇武･陳蕃･尹勲･劉瑜･馮述らが殺害され､劉淑･魏朗らが自殺
168年12月17日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年10月30日|晦日,日食があった
169年1月16日-08:00|中国|  ||後漢･建寧1年12月|鮮卑及びｶｲ貊が幽並二州を寇した
169年1月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾙｷｳｽ･ｳｪﾙｽ｣脳卒中のためｱﾙﾃｨﾇﾑで/38歳(誕生01301215)
169年2月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･新大王5年|高句麗王伯固は大加の優居や主簿の然人などを送り玄
  菟太守の公孫度を助けて富山城を討った
169年8月11日-08:00|中国|  ||後漢･建寧2年7月|破羌将軍段ｹｲが射虎塞外谷で先零羌を大破した,東羌は悉く平
  らげられた
169年10月9日-08:00|中国|  ||後漢･建寧2年9月|江夏蛮が叛き,州郡がこれを討って平らげた/丹陽の山越賊が
  太守陳ｲﾝを囲んだが,陳ｲﾝはこれを撃破した
169年11月25日-08:00|中国|  ||後漢･建寧2年10月19日|李庸､虞放､杜密､朱寓､荀翌らに逮捕命令が出され党人
  への大弾圧が再度行われる/李庸ら100余人が死刑､そのほかの党人に禁錮､妻子を辺境へ流刑とする(第2次党
  錮の禁)
169年12月6日-08:00|中国|  ||後漢･建寧2年10月30日|晦,日食があった
169年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･建寧2年11月|鮮卑が并州を寇した
170年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾀﾞﾏｼﾞｬﾀﾞｽﾘ1世｣(~175年)
170年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第23代国王｢Orodes5世｣Beldusaの息子(~180年)
170年5月3日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･建寧3年3月30日;百済･肖古王5年3月30日|晦,日食があった
170年10月28日-09:00|韓国|  ||百済･肖古王5年;新羅･阿逹羅17年10月|百済が新羅国境付近を荒らした
170年10月28日-08:00|中国|  ||後漢･建寧3年冬|交州鬱林郡の太守･谷永が､烏滸人10万人あまりを降伏させ､内
  属させ､みな､冠と帯をうけ､七つの県を開設
171年11月8日-08:00|中国|  ||後漢･建寧4年冬|鮮卑が并州を寇した
172年2月12日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建寧5年|<死去>南匈奴単于｢伊陵尸逐就単于(居車児)｣
172年2月12日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･建寧5年|<即位>南匈奴単于｢屠特若尸逐就単于｣(~熹平6年(177年)死
  去)
172年6月24日-08:00|中国|  ||後漢･熹平1年5月16日|熹平に改元
172年11月4日-08:00|中国|  ||後漢･熹平1年10月|<死去>後漢･勃海国｢勃海王劉ｶｲ｣罪を問われ自殺
172年12月4日-08:00|中国|  ||後漢･熹平1年11月|会稽の宗教指導者許生が反乱を起こし､陽明皇帝を名乗る｡臧
  旻､陳寅らが討伐に向かう
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172年12月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･新大王8年;後漢･熹平1年11月|後漢が高句麗へ大軍を送った/高句
  麗軍は､籠城し後漢軍は城を攻めたてたが破ることはできず後漢兵は引き上げた/明臨答夫は追走し坐原(地名
  )で戦い後漢軍は大敗
173年1月2日-08:00|中国|  ||後漢･熹平1年12月|鮮卑が并州を寇した
173年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･熹平2年|<就任>後漢･甘陵国｢甘陵貞王劉定｣(~176年)
173年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･熹平2年|会稽太守の尹端率いる軍勢が許昭の軍勢に破れる
174年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ﾕﾘｳｽ･ｴｳﾊﾟﾄﾙ｣
174年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾎﾟﾛｽ王(ｽﾊﾟﾙﾄｺｽ朝)｢ｻｳﾛﾏﾃｽ2世｣(~210年死去)
174年1月21日-08:00|中国|  ||後漢･熹平2年12月|鮮卑が幽並二州を寇した
174年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･熹平2年12月29日|晦,日食があった
174年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年|<死去>後漢･中山国｢中山穆王劉暢｣
174年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年|<死去>後漢･任城国｢任城王劉博｣無子嗣､任城国を廃する
174年2月20日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年|<就任>後漢･中山国｢中山節王劉稚｣(~半月で死去)
174年2月20日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･熹平3年正月|扶余国の使者が来る
174年4月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第12代ﾛｰﾏ教皇｢ｿﾃﾙ｣
174年4月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第13代ﾛｰﾏ教皇｢ｴﾚｳﾃﾙｽ｣(~01890526死去)
174年7月17日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年6月|<就任>後漢･済南国｢済南王劉康｣⇒｢済南王劉贇｣(~207年)
174年12月12日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年11月|臧旻､陳寅､孫堅らが会稽郡で許生を攻め滅ぼす
175年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ｼﾞｳﾞｧﾀﾞｰﾏﾝ｣⇒｢ﾙﾄﾞﾗｼﾑﾊ1世｣(~188年)
175年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ﾊﾟﾗﾀﾗｼﾞｬｽ)国王｢ﾐﾗｳﾞｧﾗ｣ﾌｳﾞｧﾗﾐﾗの子(~185年)
175年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱ総督ｱｳｨﾃﾞｨｳｽ･ｶｯｼｳｽの反乱
175年1月10日-08:00|中国|  ||後漢･熹平3年12月|鮮卑が北地を寇したため,北地太守夏育が追撃してこれを破
  った/鮮卑はまた并州を寇した
175年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･熹平4年|この年,王安国が拘弥の王を攻めてこれを殺す
175年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･熹平4年|ﾎｰﾀﾝ王Anguoが突然､于田を攻め于田を始めとする多数を殺害
175年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･熹平4年3月|<就任>後漢･任城国｢新昌侯劉佗｣(~220年(黄初元年)崇德侯に降
  格)
175年6月7日-08:00|中国|  ||後漢･熹平4年5月|鮮卑が幽州に侵攻
176年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･熹平5年|是歳,鮮卑が幽州を寇した
176年4月27日-08:00|中国|  ||後漢･熹平5年4月|益州郡夷が叛いた,太守李ｷﾞｮｳがこれを討ち平らげた
177年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||この頃､ﾙｸﾞﾄﾞｩﾇﾑ(現ﾘﾖﾝ)でｷﾘｽﾄ教徒迫害起こる
177年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･熹平6年|<就任>後漢･甘陵国｢甘陵献王劉忠｣(~189年)
177年5月16日-08:00|中国|  ||後漢･熹平6年4月|鮮卑が三辺を寇した
177年9月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･熹平6年8月|<死去>南匈奴単于｢屠特若尸逐就単于｣戦死
177年9月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･熹平6年8月|破鮮卑中郎将の田晏､使匈奴中郎将の臧旻､護烏桓校尉
  の夏育が南匈奴の屠特若尸逐就単于と共に鮮卑討伐/鮮卑の檀石槐軍は田晏､臧旻､夏育の軍を大破
177年11月9日-08:00|中国|  ||後漢･熹平6年10月1日|朔,日食があった
178年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||第2次ﾏﾙｺﾏﾝﾆ戦争開始(～180)
178年1月7日-08:00|中国|  ||後漢･熹平6年12月|鮮卑が遼西を寇した
178年2月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･熹平7年|<即位>南匈奴単于｢呼徴単于(呼徴)｣屠特若尸逐就単于の子(
  ~179年殺される)
178年2月6日-08:00|中国|  ||後漢･熹平7年|是歳,鮮卑が酒泉を寇した
178年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･熹平7年正月|合浦･交趾の烏滸蛮が反乱をおこし､九真･日南まで混乱
  が広がる
178年3月7日-08:00|中国|  ||後漢･熹平7年2月1日|朔,日食があった
178年4月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和1年3月21日|熹平7年を光和と改元
178年11月27日-08:00|中国|  ||後漢･光和1年10月30日|晦,日食があった
179年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･光和2年|<死去>南匈奴単于｢呼徴単于(呼徴)｣漢の張脩に殺害される
179年1月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年|<就任>後漢･琅邪王｢琅邪順王劉容｣(~186年)
179年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･光和2年|<即位>南匈奴単于｢羌渠単于(羌渠)｣(~188年3月殺される)
179年5月24日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年4月|<死去>後漢･東平国｢東平頃王劉端｣
179年5月24日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年4月|<就任>後漢･東平国｢崇徳侯劉凱｣(~220年(延康元年))
179年5月24日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年4月1日|朔,日食があった
179年11月17日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年10月|巴郡板楯蛮が叛いた,御史中丞蕭ｴﾝを遣わして益州刺史を督
  してこれを討たせたが,克たなかった
180年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第24代国王｢Vologases｣(~190年)
180年1月15日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･新大王15年12月|<死去>高句麗王｢新大王｣/91歳
180年1月15日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･故國川1年12月|<即位>高句麗王｢故国川王｣(~197.5死去)
180年1月15日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年12月|鮮卑が幽並二州を寇した
180年1月15日-08:00|中国|  ||後漢･光和2年12月|巴郡の板楯蛮が反乱をおこす
180年2月14日-08:00|中国|  ||後漢･光和3年|<就任>後漢･河間国｢崇徳侯劉ｶﾞｲ｣(~220年(黄初元年)崇德侯に降
  格)
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180年2月14日-08:00|中国|  |||檀石槐没後､鮮卑分裂する
180年3月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>第16代ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾏﾙｸｽ･ｱｳﾚﾘｳｽ･ｱﾝﾄﾆﾇｽ｣ｼﾙﾐｳﾑ近郊で/58歳(誕生012104
  26)
180年3月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｺﾝﾓﾄﾞｩｽ｣(~192年12月31日近衛隊による暗殺)
180年5月12日-08:00|中国|  ||後漢･光和3年4月|江夏の異民族が反乱をおこす
181年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･光和4年|<就任>後漢･梁国｢梁王劉弥｣(~220年崇德侯に降格)
181年2月2日-08:00|中国|  ||後漢･光和4年|<即位>檀石槐鮮卑大人｢和連｣檀石槐の子(~189年)
181年5月2日-08:00|中国|  ||後漢･光和4年4月|朱儁が交阯刺史となり､交趾･合浦の異民族の反乱を鎮める
181年9月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和4年9月1日|朔,日食があった
181年11月24日-08:00|中国|  ||後漢･光和4年10月|鮮卑が幽州･并州に侵攻
182年8月17日-08:00|中国|  ||後漢･光和5年7月|巴郡板楯蛮が詣でて太守曹謙に降った
183年3月12日-08:00|中国|  ||後漢･光和6年2月|長陵県復し,豊､沛に比した
184年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年|<死去>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ愍王劉意｣
184年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年|<死去>後漢･趙国｢趙懐王劉豫｣黄巾の乱で殺される
184年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年|<就任>後漢･下ﾋ国｢下ﾋ哀王劉宜｣(~数月で死去､無子嗣)
184年1月31日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年|<退任>後漢･常山国｢常山王劉暠｣国を捨て逃亡
184年1月31日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･故國川6年;後漢･光和7年|後漢の遼東太守が高句麗を攻撃/高句麗
  王は王子の須を派遣し抵抗させたが勝てず､王は自ら兵を率いて漢軍と坐原に於いて戦い破った
184年3月30日-09:00|韓国|  ||新羅･阿逹羅31年3月|<死去>新羅王｢阿達羅尼師今｣
184年3月30日-09:00|韓国|  ||新羅･伐休1年3月|<即位>新羅王｢伐休尼師今｣(~196年)
184年4月1日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年3月3日|八関都尉の官を置いた
184年4月3日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年3月5日|漢の各地で太平道信徒が蜂起/信徒が頭に黄色の布を巻いて
  いるところから､黄巾賊の反乱と呼ばれる/安平国･甘陵国で住民が黄巾賊に呼応､王を捕える
184年4月28日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年4月|朱儁の軍が潁川郡で波才が率いる黄巾の軍に敗れる/汝南太守
  趙謙､邵陵で黄巾賊に破れる/広陽黄巾が幽州刺史郭勳及び太守劉衛を殺害した
184年5月23日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年4月26日|荊州南陽郡において黄巾の張曼成は｢神上使｣と自称し南
  陽太守･ちょ貢を殺す
184年5月28日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年5月|皇甫嵩､長社で黄巾賊に包囲されるが､朱儁､曹操と共にこれを
  撃破/さらに皇甫嵩は､朱儁とともに汝南･陳国一帯の黄巾を破って､その地は平穏になる
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|えん州東郡東阿県で県丞の王度が黄巾に呼応/程いく(字､仲德
  )の機転で県の城を取り戻し王度の軍を敗走させる
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|荊州南陽郡の宛に駐屯していた張曼成は百日あまりたった後､
  南陽太守に着任した秦頡により殺され黄巾側は趙弘がたつ
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|交阯郡に駐屯する兵が刺史および合浦太守をとらえ､｢柱天将
  軍｣と自称するが交阯刺史として派遣された賈琮(字､孟堅)に平定される
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|皇甫嵩と朱儁の軍は彭脱の軍を大いに敗る/豫州の潁川郡､汝
  南郡､陳国の三郡は平定される
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|太平道教祖張角､病死/張角の弟､張梁代わる
184年6月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年6月|盧植が黄巾を破って,広宗に張角を囲んだ/中郎将董卓が遣わ
  されて張角を攻めたが,克たなかった
184年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年7月|宛に篭る黄巾賊張曼成戦死/黄巾賊趙弘､代わる
184年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年7月|朱儁麾下孫堅､趙弘篭る宛攻略で大功,黄巾賊趙弘､戦死/黄巾
  賊韓忠､代わる
184年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年7月|朱儁､策を用い韓忠の部隊を誘いだし､破る/黄巾賊韓忠､斬ら
  れ暫く後､宛陥落
184年7月26日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年7月|巴郡で五斗米道の張脩が挙兵
184年9月23日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年8月|えん州東郡の倉亭で車騎将軍の皇甫嵩の軍は卜已の軍をやぶ
  る/冀州鉅鹿郡下曲陽県で東中郎将の董卓が敗れ､帰還
184年9月23日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年8月|鎮賊中郎将の朱儁の軍は宛城の趙弘軍を攻め趙弘を斬る/朱儁
  の軍は孫堅ら精鋭の兵士五千人で東北から攻め落とす/朱儁の軍は韓忠の軍を誘き出し大いに敗る
184年10月23日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年9月|安平王の劉續が誅され安平国が安平郡となる
184年11月21日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年冬|韓約たち数10人を人質にとった王國は金城太守の陳懿を殺す
184年11月21日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年冬|先零という降羌は､黄巾の乱に乗じ枹罕と河關の群盜とつるん
  で乱を起こす/涼州義從の宋建や王國､涼州の宋揚も乱に加わる/護羌校尉のれい徴を殺す
184年11月21日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年10月|皇甫嵩は黄巾賊と広宗で戦いを興し,張角の弟張梁を斬る
184年12月21日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年11月|皇甫嵩､張角の弟張宝の軍を撃破/黄巾の乱を一旦鎮圧
184年12月21日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年11月|湟中義従胡の北宮伯玉が先零羌と共に叛いた,金城の人辺章
  ､韓遂をもって軍帥とし,護羌校尉伶征､金城太守陳懿を攻殺した
185年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(ﾊﾟﾗﾀﾗｼﾞｬｽ)国王｢ﾐﾗﾀｸﾏ｣ﾌｳﾞｧﾗﾐﾗの子(~200年)
185年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｱﾏｻﾞｽﾌﾟ2世｣ﾌｧﾗｽﾏﾈｽ3世の息子(~189年)
185年1月11日-08:00|中国|  ||後漢･光和7年11月22日|朱儁が宛城を抜き,黄巾の別帥孫夏を斬った
185年2月16日-08:00|中国|  ||後漢･中平1年12月29日|光和7年を中平元年と改元
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185年2月18日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年|<就任>後漢･趙国｢趙献王劉赦｣(~211年(建安16年)死去)
185年3月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･伐休2年2月|波珍の仇道と､一吉仇須兮を左右の軍主に任命して､召文
  国を討伐
185年3月19日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年2月|黒山賊張牛角等十余輩が並び起った
185年3月19日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年2月|霊帝､宮殿造営の為､田地1畝毎に十銭を課税
185年4月18日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年3月|北宮伯玉等が三輔を寇した,左車騎将軍皇甫嵩を遣わしてこれ
  を討たせたが,克たなかった
185年10月12日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年9月|朧西郡にて辺章と韓遂が叛乱
185年12月10日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年11月|鮮卑が幽､並二州を寇した
185年12月10日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年11月|張温は北宮伯玉を美陽に破った/蕩寇将軍周慎を遣わしてこ
  れを追撃させ,また中郎将董卓を遣わして先零羌を討たせたが周慎､董卓どちらも克たなかった
185年12月10日-08:00|中国|  ||後漢･中平2年11月|張温率いる討伐軍が辺章･韓遂を撃破
186年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ2世｣ﾊﾟﾙﾃｨｱ王ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世(~198年)
186年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<廃位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｿﾊｴﾑｽ｣ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ4世がｱﾙﾒﾆｱを占領して追放
186年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年|<就任>後漢･琅邪国｢琅邪順王劉容｣(~193年)
186年3月9日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年2月|江夏の兵士の趙滋が反乱をおこし､南陽太守の秦頡を殺す
186年3月9日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年2月|四出文銭を鋳造させた
186年7月4日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･中平3年;新羅･伐休3年5月30日|晦,日食があった
186年7月5日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年6月|荊州刺史王敏が趙慈を討ち,これを斬った
186年10月31日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年10月|武陵蛮が叛いた,郡界を寇し,郡兵がこれを討ち破った
186年12月29日-08:00|中国|  ||後漢･中平3年12月|鮮卑が幽州･并州に侵攻
187年1月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||後漢･中平4年|交州太守｢士燮｣が後漢から自立
187年1月27日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年正月|韓遂が辺章を殺害して再び朝廷に叛乱
187年2月26日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年2月|ｴｲ陽の賊が中牟令を殺害した
187年3月28日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年3月|河南尹何苗がｴｲ陽の賊を討って,これを破った
187年4月26日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年4月|涼州刺史耿鄙が金城の賊韓遂を討ったが耿鄙の兵は大敗し,遂
  に漢陽が寇され漢陽太守傅燮が戦沒/扶風の人馬騰､漢陽の人王国が並んで叛き,三輔を寇した
187年7月24日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年6月|張挙､張純､丘力居らが幽州一帯で叛乱を起こし､右北平太守の
  劉政､遼東太守の陽終､護烏丸校尉の公綢らを殺し､張挙は天子を称する
187年11月19日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年10月|長沙で区星が､零陵･桂陽で周朝と郭石が､協力して叛乱/朝
  廷は孫堅を長沙太守に任じ､討伐を命じる
188年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ｲｽｳﾞｧﾗﾀﾞｯﾀ｣(~191年)
188年1月17日-08:00|中国|  ||後漢･中平4年12月|孫堅が零陵郡･桂陽郡での反乱も鎮圧/3郡(長沙･零陵･桂陽)
  を掌握
188年2月15日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年正月|休屠各胡が西河を寇し,郡守を殺した
188年3月16日-09:00|韓国|  ||新羅･伐休5年;百済･肖古王23年2月|百済が母山城を攻撃して来たので､波珍刈の
  仇道に命じて出兵し撃退
188年3月16日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年2月|郭大が黄巾賊の残党を率いて白波谷で挙兵(白波賊)､太原･河
  東を攻める
188年4月14日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･中平5年3月|<死去>南匈奴単于｢羌渠単于(羌渠)｣右部の反乱により
  殺害される
188年4月14日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･中平5年3月|<即位>南匈奴単于｢持至尸逐侯単于(於夫羅)｣羌渠の子､
  劉豹の父(~195年死去)
188年4月14日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･中平5年3月|<即位>南匈奴単于｢須卜骨都侯単于｣反乱部族､須卜氏の
  骨都侯(~189年死去)
188年4月14日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年3月|刺史を改めて,新たに牧を置いた
188年5月14日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年4月|汝南葛陂の黄巾が郡県を攻沒した
188年5月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第13代ﾛｰﾏ教皇｢ｴﾚｳﾃﾙｽ｣
188年5月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第14代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ1世｣(~01990728死去)
188年7月12日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年6月|馬相･趙祗らが､緜竹で蜂起し､刺史の倹を殺して天子を称する
  /賈龍がこれを攻め破り､劉焉を益州に迎える
188年9月9日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年8月|西園八校尉を置き､蹇碩･袁紹･ほうこう鮑鴻･曹操･趙融･馮芳･
  夏牟･淳于瓊が校尉に任ぜられる
188年10月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||後漢･中平5年9月|南単于が叛き白波賊とともに河東を寇した
188年11月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年10月|青､徐で黄巾がまた起こり,郡県を寇した
188年11月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年10月|劉虞が丘力居を懐柔/張挙･張純は殺害され､幽州の反乱鎮圧
188年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年11月|公孫ｻﾝが張純と石門で戦いを興して,これを大破した
188年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年11月|巴郡板楯蛮が叛いた,上軍別部司馬趙瑾を遣わしてこれを討
  ち平らげた
188年12月7日-08:00|中国|  ||後漢･中平5年11月|涼州賊王国が陳倉を囲んだ,右将軍皇甫嵩がこれを救った
189年-09:00|日本|  |||卑弥呼が邪馬台国の女王にたてられ内乱が治まる(｢後漢書｣東夷伝)
189年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ1世｣ｱﾏｻﾞｽﾌﾟ2世の姉妹の息子(~216年)
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189年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･中平6年|<死去>南匈奴単于｢須卜骨都侯単于｣
189年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年|<就任>後漢･弘農国｢弘農懐王劉弁｣(~01890515漢皇帝に即位)
189年2月4日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年|<即位>檀石槐鮮卑大人｢魁頭｣和連の甥,｢騫曼｣和連の子⇒｢歩度根｣
  魁頭の弟(~233年殺される);｢扶羅韓｣魁頭の弟､歩度根の次兄(~218年殺される)
189年3月5日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年2月|皇甫嵩が陳倉で王国を破る
189年4月16日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年3月13日|幽州牧劉虞が漁陽賊張純を購い斬った
189年5月3日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年4月|<就任>後漢･勃海国｢渤海王劉協｣(~7月陳留王に改封)
189年5月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||後漢･中平6年;百済･肖古王24年4月1日|朔,日食があった
189年5月13日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年4月11日|<死去>後漢第12代皇帝｢霊帝劉宏｣病没/数え34歳(誕生156
  年)
189年5月15日-08:00|中国|  ||後漢･光熹1年4月13日|<退位>後漢･弘農国｢弘農懐王劉弁｣⇒<即位>後漢第13代皇
  帝｢少帝弁劉辯｣(~9月28日廃位)光熹と改元/皇太后となった母親が政務をとり､何進が実権を握る
189年7月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･伐休6年;百済･肖古王24年7月|仇道は百済軍と狗壌で戦って勝ち､500
  余人を殺したり捕虜にした
189年7月30日-08:00|中国|  ||後漢･光熹1年7月|<改封>後漢･勃海国｢渤海王劉協｣⇒陳留国｢陳留王劉協｣(~9月
  漢皇帝に即位)
189年9月24日-08:00|中国|  ||後漢･光熹1年8月27日|張讓､段珪等は少帝及び陳留王を略取して北宮徳陽殿に御
  幸させた/何進の部曲将呉匡は車騎将軍何苗と朱雀闕下で戦いを興し,何苗は敗れ斬られた
189年9月25日-08:00|中国|  ||後漢･昭寧1年8月28日|袁紹が宮中に兵を入れて宦官らを次々と殺害/少帝劉弁と
  弟の陳留王劉協は洛陽を脱出,城外にいた董卓と接触し､洛陽に戻る/昭寧と改元
189年9月28日-08:00|中国|  ||後漢･永漢1年9月2日|<退任>後漢･陳留国｢陳留王劉協｣⇒<即位>後漢第14代皇帝｢
  献帝劉協｣(~02201125廃位)年号を永漢とする
189年9月28日-08:00|中国|  ||後漢･永漢1年9月2日|<廃位>後漢第13代皇帝｢少帝弁劉弁｣洛陽を占領した董卓に
  より
189年10月27日-08:00|中国|  ||後漢･永漢1年10月|白波賊が河東を寇したため,董卓はその将牛輔を派遣して之
  を撃った
189年11月26日-08:00|中国|  ||後漢･永漢1年11月|扶風都尉を省き,漢安都護を置いた
190年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸｼｬｰﾅ朝君主｢ｳﾞｧｰｽﾃﾞｰｳﾞｧ1世｣(~230年)
190年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ47世(ｵｽﾛｴｽ2世)｣ﾒﾃﾞｨｱ地方で王位を主張(~195年)
190年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｴﾘﾏｲｽ王国(ｱﾙｻｹｽ朝)第25代国王｢Unknown King2世｣(~210年)
190年1月24日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年12月|曹操､董卓追討のため､衛茲の援助で兵5000を集め､己吾で挙
  兵/済北の相鮑信､曹操の挙兵先で同時に挙兵
190年1月24日-08:00|中国|  ||後漢･中平6年12月|年号を中平6年に戻す
190年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年|中国で仏教がひろまる
190年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年正月|王匡､河陽津に軍を置いて董卓を襲撃しようとしたが､董卓軍
  は背後に回って攻撃したため､王匡は大敗
190年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年正月|初平と改元
190年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年正月|袁紹を盟主として王匡､韓馥､孔ﾕ稀､劉岱､張ﾊﾞｸ襞､張超､橋瑁
  ､袁遺､鮑信､曹操､袁術らが各地で董卓追討のため挙兵
190年3月6日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年正月12日|<死去>後漢前(第13代)皇帝｢少帝弁劉辯｣董卓が李儒に殺
  害させる
190年3月24日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年2月|曹操が単独で出兵し､徐栄の軍に敗北
190年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年2月17日|董卓が､皇帝の身柄を洛陽から長安に移し､そこを都とした
190年7月20日-08:00|中国|  ||後漢･初平1年6月|董卓､五銖銭を廃止し､新たに銭を鋳造
190年9月17日-09:00|韓国|  ||百済･肖古王25年;新羅･伐休7年8月|百済が西の国境にある円山郷を襲い進軍し
  て缶谷城を包囲/仇道は彼らを攻撃､蛙山で百済軍に敗れた
190年10月17日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･故國川12年9月|左可慮らが四椽那と謀叛を起した
191年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾙﾄﾞﾗｼﾑﾊ1世｣(~197年死去)
191年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ45世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ4世)｣
191年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾃｨｱ王｢ｱﾙｻｹｽ46世(ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世)｣ｵｽﾛｴｽ2世を破って単独の王となった(~208年
  死去)
191年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王｢ﾅﾙｾｽ｣(~200年､ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世に反逆して殺される)
191年3月14日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年2月|袁術は将の孫堅を派遣し､董卓の将胡軫と陽人に於いて戦いが
  興った,胡軫軍が大敗
191年5月12日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年4月|左可慮たちは兵を集めて王都を攻めた/高句麗王は畿内の兵馬
  を集め､反乱軍を平定
191年6月10日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年5月|袁紹､周昴を陽城に派遣して袁術の陣地を奪取/袁術､孫堅･公
  孫越を派遣､周昴を追い払おうとして失敗,公孫越戦死
191年7月10日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年6月|安平の戦;韓馥､安平で公孫讚に破れる
191年8月8日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年秋|袁術､孫堅を派遣し劉表を攻める/孫堅､劉表の将･黄祖を攻撃中
  に不慮の死
191年8月8日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年7月|この頃,黒山賊の于毒､白繞､らが魏郡､東郡へ攻め寄せ､曹操は
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  兵を率いて東郡に至り､濮陽城で白繞を破る
191年8月8日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年7月|この頃袁紹､青州黄巾賊を撃破して北方に戻り､冀州に入る
191年8月8日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年7月|袁紹､韓馥を脅迫して冀州を奪い､勢力下に組み込む
191年9月7日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年8月|董卓､朱儁を司令官として洛陽奪還に派遣するが､朱儁は袁術に
  降伏
191年10月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･伐休8年9月|蚩尤旗(ほうき星)が(二十八宿の)角と亢と(のそばに)現
  われた
191年11月5日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年10月|黒山賊が魏郡に侵攻した後で､そのまま東郡に侵攻/曹操が黒
  山賊を撃退
191年12月4日-08:00|中国|  ||後漢･初平2年11月|青州黄巾が太山を寇した,太山太守の応劭が之を撃破/黄巾は
  転じて勃海を寇し,公孫ｻﾝが東光に於いて戦い,復た之を大破
192年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢区連｣ｲﾝﾄﾞｼﾅ半島の東南部に建国(~220年)
192年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年正月|黒山賊が東武陽を攻撃/曹操､黒山の本拠を攻撃し､于毒らが引
  き返すのを待ち伏せ撃破/さらに内黄で漢領内の匈奴於夫羅を攻め､勝利
192年2月1日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年正月|董卓の軍が中牟で朱儁を破り､陳留･穎川で略奪をはたらく
192年3月31日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年3月|袁紹が界橋の戦いで公孫ｻﾝ(王篇に贊)を破る
192年4月30日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年4月|青州黄巾賊､ｴﾝ州に侵攻/ｴﾝ州刺史劉岱､済北相鮑信の諌めを振
  り払って青州黄巾賊と戦い､敗死/済北相鮑信､曹操に協力して青州黄巾賊と戦い戦死/東郡太守曹操が黄巾を
  寿張で大破し,之を降した
192年5月22日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年4月23日|司徒の王允､飛将軍の呂布､尚書僕射の士孫瑞､騎都尉の李
  粛らがｸｰﾃﾞﾀｰを起こし董卓を殺害
192年5月29日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年5月|李ｻｲと郭汜は兵を集め､董卓の復仇戦のために樊稠･李蒙･王方
  と連合､長安城内に進入
192年6月28日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年6月1日|長安城は陥落
192年7月4日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年6月7日|李ｻｲと郭汜は呂布の軍勢を打ち破り､王允を殺害/呂布は逃
  亡
192年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ｺﾝﾓﾄﾞｩｽ｣親衛隊長と側近に暗殺される/31歳(誕生01610831)
193年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Cula Naga｣Kanitta Tissaの息子(~195年)
193年1月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾍﾟﾙﾃｨﾅｸｽ｣(~193年3月28日近衛隊による暗殺)
193年1月21日-08:00|中国|  ||後漢･初平3年12月|曹操､済北で青州黄巾賊が降伏してきたため､兵30余万､人民1
  00余万を配下に治め青州兵を編成
193年2月19日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年春|曹操が匡亭の劉詳を撃破し､救援に来た袁術の軍も破る/袁術は
  襄邑に退却､曹操は襄邑を攻め落とし､さらに袁術が逃亡した太寿を包囲して､水攻め/袁術は寧陵へ逃亡､曹操
  が寧陵を攻めると九江へ逃走
193年2月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･初平4年;新羅･伐休10年正月1日|朔,日食があった
193年3月21日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年2月|袁紹が呂布を使って､黒山賊の張燕を撃破
193年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾍﾟﾙﾃｨﾅｸｽ｣ﾛｰﾏのﾊﾟﾗﾃｨﾇｽ丘で親衛隊に殺害される/66歳(誕生012
  60801)
193年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃﾞｨﾃﾞｨｳｽ･ﾕﾘｱﾇｽ｣親衛隊を買収(~6月1日近衛隊による暗殺)
193年4月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ皇帝｢ｾﾌﾟﾃｨﾐｳｽ･ｾｳｪﾙｽ｣軍団の支持を得て(~2110204自然死)
193年4月19日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年3月|陶謙､ｴﾝ州泰山郡の華･費県を攻略､任城国に侵攻
193年4月19日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年3月|袁術が揚州刺史の陳温を殺害し､淮南一帯に勢力を確保
193年6月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛｰﾏ皇帝｢ﾃﾞｨﾃﾞｨｳｽ･ﾕﾘｱﾇｽ｣ﾊﾟﾗﾃｨﾇｽ丘の宮殿で近衛隊により暗殺される/60
  歳(誕生01330130)
193年7月17日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年6月|下ﾋ賊闕宣が天子を自称した
193年10月14日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年9月|曹操､徐州に攻め込み､第一次陶謙征討/徐州南部で虐殺/澎城
  国に駆けつけた陶謙が曹操に大敗(澎城の戦い)
193年11月12日-08:00|中国|  ||後漢･初平4年10月|公孫讚が大司馬の劉虞を撃破処刑する
194年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞのｱｰﾝﾄﾞﾗ王国が分裂
194年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾛｰﾏ軍､ｸﾃｼﾌｫﾝ攻略
194年2月9日-08:00|中国|  ||後漢･初平5年|この歳,楊州刺史の劉ﾖｳが袁術の将の孫策と曲阿で戦い,劉ﾖｳ軍が
  敗績した,孫策は遂に江東に拠った
194年2月21日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年正月13日|興平と改元
194年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年3月|韓遂､馬騰が郭汜､樊稠と長平観で戦いを興し,韓遂､馬騰は敗績
  した,左中郎将劉范､前益州刺史種劭が戦歿
194年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年3月|曹操､陶謙と和解して徐州より撤退
194年4月9日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年3月|袁術が周昕を倒して､丹陽郡を占領
194年5月8日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年夏|第二次陶謙征討/曹操､徐州で虐殺を行う/曹操､泰山方面から徐
  州北方へ侵攻､華県を含む5城を陥落させ､東海まで赴く
194年7月6日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年6月|ｴﾝ州で張超･張貌･陳宮､呂布を引入れて謀叛/夏侯惇は呂布と交
  戦｡呂布は濮陽城へ行き､曹操は連絡を受けて軍を引き返し､濮陽城を攻撃(濮陽城の戦い)青州兵が撃破される
194年7月6日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年6月1日|涼州の河西四郡を分けて廱州とした
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194年8月4日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||後漢･興平1年;新羅･伐休11年6月30日|晦,日食があった
194年9月3日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年8月|陶謙が病死
194年9月3日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年8月|馮翊の羌が叛いて,属県を寇した,郭汜､樊稠がこれを撃破した
194年10月3日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年9月|｢盧江郡｣の陸康が袁術に謀反/｢丹陽郡｣の劉ﾖｳも袁術から離反
  /呉景･孫賁は丹陽郡から退却
194年12月30日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年12月|安定を分け､扶風を新平郡とした
194年12月30日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年12月|漁陽郡で劉虞の旧臣たちが挙兵
194年12月30日-08:00|中国|  ||後漢･興平1年12月|曹操と呂布､濮陽の戦の決着がつかず､兵を引く
195年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王Cula Nagaの兄弟｢Kuda Naga｣(~196年)
195年1月29日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･興平2年|<死去>南匈奴単于｢持至尸逐侯単于(於夫羅)｣
195年1月29日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||後漢･興平2年|<即位>南匈奴単于｢呼廚泉単于(呼廚泉)｣持至尸逐侯単于の
  弟(~216年7月魏に入朝)
195年1月29日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年1月|曹操､定陶を攻めるが､済陰太守呉資が籠もって落とせず/攻城
  中に呂布が来襲したため､これを撃破
195年3月2日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年2月3日|李ｶｸは樊稠を殺害し､而して郭汜と相い攻めあった
195年3月29日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年3月|孫策が陸康を倒して､｢盧江郡｣を平定
195年5月23日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年4月26日|郭汜は李ｶｸを攻め,矢が御前に及んだ/この日,李ｶｸは帝を
  北塢にうつした
195年5月27日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年5月|孫策が長江を渡河して劉ﾖｳ攻撃を開始/牛渚を攻略
195年5月27日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年5月|袁紹は将の曲義を遣わし公孫ｻﾝと鮑丘で戦いを興し勝利
195年8月24日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年7月|曹操が鉅野を攻撃/救援に来た呂布を撃破/勢いに乗った曹操
  が定陶を攻略(定陶の戦い)
195年8月24日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年7月1日|張済は(自ら)陝よりやって来て李ｶｸ､郭汜を和睦させた
195年11月20日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年10月|朱治､孫策の命を受け呉郡太守許貢を追い払い､呉郡を乗っ
  取る
195年11月20日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年10月1日|楊定､楊奉が郭汜と戦いを興し,之を破った
195年11月24日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年10月5日|張済が復た反って,李ｶｸ､郭汜を連合させた
195年12月20日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年11月|孫策が曲阿を陥落させて､劉ﾖｳが逃亡/｢丹陽郡｣平定
195年12月22日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年11月3日|李確･郭汜･張済軍が献帝一行を襲撃して撃破(曹陽の戦
  い)
195年12月24日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年11月5日|楊奉､董承は白波賊の軍団を引き込み胡才､李楽､韓暹及
  び匈奴の左賢王去卑は軍を率いて奉迎し,李ｶｸ等と戦いを興し,之を破った
196年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Siri Naga1世｣Kuda Nagaの義理の兄弟(~215年)
196年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶﾞﾘｱでの反乱鎮圧のためにｾｳｪﾙｽが西へ向かうと､ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世は反撃に転じたが､
  従属王国の1つｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王国の王ﾅﾙｾｽの反乱が発生したためこれを攻撃してﾅﾙｾｽを殺した
196年1月18日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年12月|この頃臧洪は袁紹に謀反/袁紹はこれを攻め捕らえ処刑
196年1月18日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年12月|曹操､雍丘を攻め落とし､張超は自殺/曹操､陳を攻略
196年2月10日-08:00|中国|  ||後漢･興平2年12月24日|李ｶｸ等らが再び来寇して戦いとなり,王師は大敗,少府の
  田芬､大司農の張義等が皆戦歿した
196年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年1月|曹操､武平を攻め､袁術が任命した陳国相袁嗣は降伏
196年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年1月|呂布､袁術の要請を受けて張飛のいた沛を攻略､徐州牧を称す
  る
196年2月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年1月|袁術がｸ胎･淮陰を攻略するが､劉備は淮水を盾に迎撃(淮陰の
  戦い)
196年2月23日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年正月7日|建安と改元
196年3月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年2月|曹操が頴川郡･汝南郡へ侵攻し占領
196年3月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年2月|曹操､黄巾残党の何儀､何曼､劉辟､黄劭を攻め､劉辟･何儀は降
  伏
196年3月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年2月|呂布が下ﾋ城を乗っ取る/劉備は呂布に降伏し小沛へ移る
196年3月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年2月|臧洪が袁紹に対して謀反するが鎮圧される
196年4月16日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年3月|孫策が会稽郡･呉郡を攻略
196年5月15日-09:00|韓国|  ||新羅･奈解1年4月|<即位>新羅王｢奈解尼師今｣(~230年)
196年5月15日-09:00|韓国|  ||新羅･伐休13年4月|<退位>新羅王｢伐休尼師今｣
196年5月15日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年4月|曹操が屯田制を開始
196年6月14日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年5月|ｻｸ融が朱晧(豫章郡太守)を暗殺して豫章郡を乗っ取る/ｻｸ融は
  劉ﾖｳに滅ぼされる
196年7月14日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年6月|呂布の部将の萌が叛乱を起こす/高順と曹性が萌を殺して鎮圧
196年8月12日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年7月|楊奉らが離反し梁へ移る/曹操､荀彧の説得を受け､献帝を迎え
  に軍勢を率いて洛陽に入り､韓暹は逃亡
196年10月7日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年8月27日|曹操が献帝を奉戴して許昌へ遷都
196年10月10日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年9月|華ｷﾝ(豫章郡太守)が虞翻の説得を受けて孫策に降伏
196年11月9日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年10月|曹操､楊奉を攻め､楊奉は袁術の元へ逃亡/楊奉の拠点だった
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  梁は陥落
196年11月9日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年10月|呂布が小沛の劉備を攻撃/敗北した劉備は曹操の下へ逃亡
196年12月8日-08:00|中国|  ||後漢･建安1年11月|張済が南陽郡へ侵攻して戦死する/甥の張ｼｭｳが軍勢を引き継
  ぐ落
197年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ｳﾞｪﾄﾅﾑに仏教が伝わる
197年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾙﾄﾞﾗｼﾑﾊ1世｣
197年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ｼﾞｳﾞｧﾀﾞｰﾏﾝ｣(~199年)
197年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｾｳｪﾙｽが再び前線に戻り､ﾊﾟﾙﾃｨｱ領内に侵入/ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世はｸﾃｼﾌｫﾝまで撤退
197年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾙﾄﾘｱﾇｽの｢護教論｣がなる
197年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年|<死去>後漢･陳国｢陳愍王劉寵｣殺害される
197年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年正月|<即位>仲皇帝｢袁術｣/寿春を都とする
197年2月5日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年1月|曹操､宛に進出/宛城の張繍は一旦降伏
197年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｾｳｪﾙｽが副帝ｱﾙﾋﾞﾇｽを撃破
197年5月-09:00|朝鮮|  ||高句麗･故國川1年12月|<死去>高句麗王｢故国川王｣
197年5月-09:00|朝鮮|  ||高句麗･故國川1年12月|<即位>高句麗王｢山上王｣(~227.5死去)
197年6月3日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年5月|張ｼｭｳが挙兵し曹操軍を襲撃,曹操大敗(宛城の戦い)/曹操は舞
  陰に退却､は勢いに乗じて進出したが曹操はこれを撃破､張繍は穣に逃亡
197年9月30日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年9月|袁術､陳に攻め込むが､曹操はこれを迎撃/袁術は逃走し曹操､
  許に戻る/曹操が帰還すると､南陽と章陵の諸県が背いて曹操､曹洪を派遣するが勝てず
197年11月28日-08:00|中国|  ||後漢･建安2年11月|曹操､宛に進出/劉表の将鄧済を湖陽に攻める｡湖陽と舞陰を
  陥落させ､鄧済を捕らえる
198年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ﾊﾟﾝﾊﾟﾝ｣(~201年)
198年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾆｱ王(ｱﾙｻｹｽ朝)｢ｺｽﾛｳﾞ1世｣(~217年死去)
198年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世が劣勢となり更に退却したためｸﾃｼﾌｫﾝはﾛｰﾏに占領された/しかし補給部隊
  を叩いてﾛｰﾏ軍を撤退に追い込むことに成功し､戦争は終結
198年5月24日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年4月|謁者裴茂を遣わし､中郎将段ｹｲを率いさせて李ｶｸを討ち,その
  三族を処刑した
198年6月22日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年5月|劉表､穣に援軍を送り､曹操軍の背後を絶とうとしたため､曹操
  は退却/追撃してきた軍に対し､配置していた伏兵で撃破
198年8月20日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年7月|呂布と袁術が再び同盟し､呂布は高順を派遣して劉備を攻め､
  劉備は敗北
198年10月18日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年9月|呂布が劉備のこもる沛城を陥落させる/劉備は逃走し､劉備の
  妻子が捕虜となる
198年11月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年10月|曹操､彭城を攻め落とし､侯諧を捕らえる/呂布は迎撃に出撃
  するが敗北/呂布は再度出撃敗北し､籠城戦
199年1月15日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年12月|曹操､瑯邪･北海･東海を割いて城陽･利城･昌慮の3郡を設置
199年2月7日-08:00|中国|  ||後漢･建安3年12月24日|城水攻め約1ヶ月で､呂布､高順ら生け捕られる/曹操､呂布
  ･高順･陳宮を処刑/劉備は妻子を取り戻す
199年3月13日-09:00|韓国|  ||後漢･建安4年正月28日|<即位>伽耶王｢居登王(道王)｣(~2530917死去)
199年4月14日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年3月|袁紹軍､易京を攻め落とす(易京の攻防戦)公孫讚は自殺
199年5月13日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年4月|曹操､軍を黄河南岸に進め､曹仁と史渙を渡河させ攻撃/薛洪､
  犬城で曹仁､史渙らと遭遇して敗死/薛洪､繆尚は降伏
199年7月11日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年6月|<死去>仲皇帝｢袁術｣病死
199年7月11日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年6月|この頃,袁術の配下だった楊弘･張勲らが廬江太守の劉勲と衝
  突/孫策は劉勲と同盟して上繚の宗民(宗教勢力)を攻めさせ､その間に廬江を攻め落とす
199年7月11日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年6月|劉備､曹操から独立/昌覇が叛乱を起こし､各郡県がこれにあわ
  せて劉備に味方
199年7月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第14代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ1世｣
199年7月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第15代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾞﾌｨﾘﾇｽ｣(~02171220死去)
199年8月10日-09:00|韓国|  ||百済･肖古王34年;新羅･奈解4年7月|百済が国境侵入した
199年9月8日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年8月|曹操､軍を黎陽に進める/また､臧霸らを青州に侵攻させ､斉･北
  海･東安の諸郡を撃破
200年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾄﾞ･ｽｷﾀｲ王国(西ｸｼｬﾄﾗﾊﾟ)｢ﾙﾄﾞﾗｾｰﾅ1世｣(~222年)
200年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころ｢ﾔｰｼﾞｭﾆｬｳﾞｧﾙｷｱ法典｣､｢ｻｯﾀｻｲｰ｣成立
200年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ｱﾃﾞｨｱﾊﾞﾈ王｢ﾅﾙｾｽ｣ｳﾞｫﾛｶﾞｾｽ5世に反逆して殺される
200年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱｸｽﾑ王国の軍隊がｱﾗﾋﾞｱ半島に進出
200年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾃｨｵﾃｨﾜｶﾝ王国が,ｶﾐﾅﾙﾌﾕをふくむｸﾞｱﾃﾏﾗ南部を制圧.ｸﾞｱﾃﾏﾗ高地にﾃｵﾃｨﾜｶﾝの影
  響を受けたﾏﾔ古典期文明が栄える
200年1月4日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年12月|この頃,孫策､周瑜を中護軍･江夏太守に任じ､共に晥を攻め落
  とす
200年1月4日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年12月|この頃,劉備､袁紹に孫乾を派遣して盟を結ぶ/曹操､劉岱と王
  忠を劉備討伐に向かわせるが､敗北
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200年1月14日-08:00|中国|  ||後漢･建安4年12月11日|孫策､黄祖の軍陣を撃破し黄祖は逃亡/孫策はその妻子7
  人を捕らえ､劉虎･韓晞を殺して江南をほぼ平定
200年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年|<就任>後漢･南陽国｢南陽王劉馮｣(~200年)
200年2月3日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年1月|劉備が曹操に敗北し､袁紹を頼る/関羽が曹操の捕虜となる
200年2月11日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年正月9日|董承らの曹操暗殺計画発覚､関係者全員処刑
200年5月2日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年4月|この頃,孫策､丹徒にて刺客の手にかかり､死亡/後事を弟の孫権
  に託す
200年5月2日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年4月|曹操､張遼と関羽をして白馬で顔良を撃破/曹操､南阪で文醜･劉
  備の軍勢を破り文醜を殺す(白馬･南阪の戦い)
200年8月28日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年8月|この頃,袁紹､劉備を曹操の背後に派遣/曹操は曹仁に騎兵を率
  いさせて劉備を破り､劉備に付いた諸県を平定後､袁紹が西方の道路を遮断するために派遣した韓荀を撃破/曹
  仁は史渙と合流して袁紹の輜重車を焼き払う
200年8月28日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年8月|袁紹､丘陵沿いに東西数十里の陣営をしく/曹操も約1万の兵で
  対陣するが敗北して退却
200年9月26日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年9月|曹操は袁紹と官度で戦いを興し,袁紹が敗
200年9月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･奈解5年9月1日|朔,日食があった
200年10月26日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年10月|<死去>後漢･東海国｢東海懿王劉祗｣
200年10月26日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年10月|<就任>後漢･東海国｢崇徳侯劉羨｣(~220年(延康元年))
200年11月17日-08:00|中国|  ||後漢･建安5年10月23日|曹操､自ら烏巣の食糧基地を攻めてこれを攻め落とす/
  高覧が曹操に降伏し､袁紹軍は総崩れ(官渡攻防戦)


